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  第一章 最初の行動


  「そこで、私は使者たちを彼らに遣わして言った、『私は大きな働きをしているので、下って行くことはできません。私がそれをそのままにして、あなたたちの所へ下って行き、働きを止めてよいでしょうか？』」（ネヘミヤ六・三）。


  「私は夜中に起き、数人の者が私と共にいた。私の神が、エルサレムのために行うよう私の心に置かれたことを、私はだれにも告げなかった」（ネヘミヤ二・十二）。


  この二つの節――「私は大きな働きをしている」と「私の神が行うよう私の心に置かれたこと」――は、ネヘミヤ記が歴史的に示している大きな問題への入口です。


  豊かなクリスチャン生活に必要な三つのもの


  豊かなクリスチャン生活へと至る、神と共なる適切な生活に必要な三つのものがあります。


  第一に、神はご自身にふさわしい何かを成し遂げることに関心を寄せておられるという認識です。神はご自身にふさわしい何かを成し遂げることに実際に関心を寄せておられることに気づいて、それに捕らえられないかぎり、私たちは豊かなクリスチャン生活すなわち神と共なる生活に向けてたいして進めないでしょう。


  第二の点は、神の御心の中にあるこの偉大なものが何か、神がこれほどまでに関心を寄せておられるものが何かを、人々が認識するようになって、それについて神と協力するようになることです。神と共なる豊かな生活には、次のことが不可欠です。すなわち、彼の民である私たちが、彼が真に目指しておられるものが何か、真に彼にふさわしいものは何かを、理解するようになること、そしてそれ以上に、この問題について深い感銘を覚えて、それについて彼と協力するようになることです。


  そして、第三に、私たちは認識しなければなりません。神が御心に留めておられるこの御旨には、そして、彼の民による彼との協力には、かなり現実的な戦いと代価が伴うのであり、彼の民はそれに直面して、それを受け入れる覚悟をしなければならないのです。


  この三つの点が、神と共なる豊かな生活を構成します。その中の一つも欠けてはなりません。この戦いと代価はまさに、神の民がその中に導かれたもの、そして、神の御心が大いに愛しているものの価値の証拠です。戦いも代価も必要ない所では、結果に価値はないと感じるのも当然かもしれません。私が思うに、少なくとも使徒たちの見解は、戦いはとても偉大でとても崇高な召命につきものであるというものでした。


  ですから、このネヘミヤ記では、この三つがかなり充実したかなり力強い形で私たちの前に示されています。それは、大きな代価、大きな働き、大きな戦いです。


  ご存じのように、ネヘミヤ記は、またネヘミヤ自身も、遥かに大きな霊的現実の一大歴史絵図です。この地上の文字どおりの歴史は、この経綸に霊の領域で起きていることの反響にすぎません。そして、この経綸に起きていることは、この地上の過去の時代に起きた何ものよりも、遥かに大きいのです。


  さて、ここにこの三つの特徴があります。それは、城壁またはその再建です――これが目的であり、目標であり、目当てです。次に、再建する働きと働き人たちです。次に、この御旨と働きに密接に関係するものとして、戦いがあります。城壁、働き、戦いです。あるいは、言い換えると、召命、行動、戦いです。これらは、今日の現在の言葉で言うと、いわゆる、主の証しの回復・完成と称しうるものを構成しています。というのは、それこそが今、私たちが実際に直面しているものだからです。ですから、この問題全体の上に、「大きな働き」というこのささやかな句を掲げることができます。――「私は大きな働きをしています」。主が導かれるなら、私たちはこの大きな働きに専念することにします。


  霊的衰退の時代における神の反応


  ネヘミヤは旧約聖書最後の偉大な人物であり、彼の書は旧約聖書最後の歴史書です。旧約聖書の書物の年代配置を学んでいない人は、これらの事実を全く知らないかもしれません。ネヘミヤ記は、私たちの聖書では、旧約聖書の終わりのかなり前にあるので、年代的にかなり前の時代と関係していると多くの人が考えています。しかし実際には、それはマラキの預言と並行しています。ネヘミヤは預言者マラキと同時代の人なのです。


  ハガイとゼカリヤは預言して去って行きました。総督のゼルバベルと大祭司のヨシュアは、彼らの務めを果たしました。エズラは、前述した預言者たちが宮の再建を完成するよう人々を鼓舞したとき、その働きで自分の役割を果たしました。その後、霊的衰退の過程が始まりました。偉大な事が、ハガイ、ゼルバベル、ヨシュア、ゼカリヤの下で起きましたが、その栄光は消えていきました。その約束は短命で終わったように思われます。そしてマラキに至ります――マラキの預言はご存じでしょう。確かに、「輝かしい朝は過ぎ去り」ました。確かに、状況は曇ってしまいました。霊的衰退の深い影がエルサレムの空を満たしました。そして、マラキが述べたこれらの悲しい、そうです、恐るべき事柄がみな、結局のところ、神の民の間に見られます。ですから、捕囚から帰還したレムナントの一部だけが、いわゆるレムナントの中のレムナントであり、「主を畏れる者たち」（マラキ三・十六）だったのです。そして、この状態の中に、このような状況のただ中に、ネヘミヤは自分の務めを果たすためにやって来たのです。


  この人がエルサレムに来て、彼の名を冠した書の冒頭に示されている事業、すなわち城壁の再建に着手しました。これには素晴らしい、そうです、励ましに満ちた意義があると思います。すなわち、マラキが預言して主からの恐るべき言葉を述べたような時代でも、主は見捨てず、再び行動されるのです。そして、この城壁の再建は霊的衰退の時代における神の行動なのです。それは私たちにこう叫ばんばかりです。すなわち、神は、結局のところ、最悪の時でも、依然としてご自身の証しの回復と完成に専念しておられるのである、と。きわめて印象的なことに、ネヘミヤ記――旧約聖書最後の歴史書であり、ネヘミヤは旧約聖書の最後の偉大な人物です――は、恐るべき霊的衰退の時代に、神はご自身の証しに関して再び行動される、というしるしを帯びています。時として私たちは、時は過ぎ、状態はあまりにも悪く、状況を見ると何も期待できない、と感じるよう誘惑されます。しかし、この書とこの人物は、そのようなあらゆる悲観主義に向かって、とても健全な叱責を与えます。


  祈りにおける苦悩


  さて、城壁・働き・戦いという三つの主要な特徴に取りかかる前に、ネヘミヤ自身が体現しているある本質的要素から始めなければなりません。私たちは少し遡らなければなりません。なぜなら、これが始まったのは何年も前のことであり、七十年以上前のことだからです。それは預言者エレミヤの心の中で始まりました。エレミヤは砕けた心と、悲しみに満ちた霊の持ち主でした――その心は砕かれており、その霊は主の民の間の状態のゆえに悲しみに満ちていました。そして、エレミヤはあの苦悩の中で自分の務めを果たして、ある宣言、ある預言を述べました。すなわち、この民は七十年間捕囚になると宣言・預言したのです。ご存じのように、これは成就しました。その後、この七十年が終わりかけていた時、バビロンの状況の中心にいた別の人がエレミヤの苦悩を担いました。エレミヤは苦悩の務めを果たし、ダニエルは祈りの中でこの苦悩を担いました。ダニエルが告げるところによると（九章）、彼は、捕囚は七十年であることを「書物によって」知りました。そして今、その七十年が終わろうとしているのを見て、大いに祈りに専念します。エレミヤによる苦悩の務め、ダニエルによる啓発的なとりなしの苦悩に注目してください――彼は自分が生きている時代を悟りました。彼は、時が満ちたことを書物によって悟りました。それで、ダニエル書の九章にあるこの途方もない苦悩する祈りに取り組んだのです。


  神の主権的反応


  さて、次の動きがあります。時が来て、神はご自分の証しを回復するために再び動き出されました。そこで、神は主権をもってクロスの霊を奮い立たせられました。クロスは布告を発して、レムナントがエルサレムに戻りました。歴代誌第二の最後の二つの節は、ご存じのように、この事実を述べていますが、続くエズラ記の最初の節はこの言葉を正確に繰り返しています。「主はペルシャの王クロスの霊を奮い立たせられた」。そして、エズラは神のこの主権的動きの成果の一つでした。エズラがその務めの自分の分を果たした後、ネヘミヤに至りましたが、ここでもまた、あの本質的要素――それは神との協力という結果になりました――をネヘミヤは担いました。


  ネヘミヤ記の第一章から第二章にかけて、ネヘミヤはこの苦悩に、深く、とても深く、心を捕らえられています――この苦悩はエレミヤと共に始まったものであり、遠く離れたバビロンでダニエルの心の中に生じたものでした。ここでは、それ――ご自分の民に関する神の御心の反響である苦悩――はネヘミヤの中にあります。私たちは、この状況に多くの預言の言葉を当てはめなければなりません。これらの預言者たち、彼ら全員の叫びを聞かなければなりません。なぜなら、彼らは、ご自分の民の状況に関する神の御旨、神の御心を表明しているからです。今、神の御心の中にあるこの叫び――このすすり泣き、と言ってもいいでしょう――が、この人の中に生じます。旧約聖書に関するかぎり、それはネヘミヤの心の中で最高潮に達します。


  先に進む前に、この二つの要素、この二つの主要な面に注目してください。第一に、主権的に行動しておられる神です。そこからこの動きが始まります。神はクロスの霊を奮い立たせられました。この素晴らしい主権的動きはすべて、エズラ記に記されています。この書をご存じの方は、神が宮の再建のためにこのペルシャの支配者を通して与えられた素晴らしい便宜の数々を直ちに思い出すでしょう。すべての備えがなされました。それがなされるようすべて取り計らわれました。神は主権をもって働かれました。これが一つの面です。


  神との交わりの中で苦しむ人


  しかし、このネヘミヤ記にはもう一つの面があります――それは神との苦難の交わりの中にある人です。エズラ記には、神の主権が記されています。ネヘミヤ記には、人による神との交わりが記されています。エズラ記では、神は直接、単独で行動しておられます。ネヘミヤ記では、人が神と共に行動しています。あるいは、神が人を通して行動しておられます。この二つは常に同行します――これを覚えておいてください。「神は主権者であり、その御旨は堅く定まっている。また、神は何でもみこころどおりに行うことができ、単独で行動することができ、自足しておられる。それゆえ、神は実際にそのように行動される」と決して考えてはいけません。彼がそうなさったことは決してありません。創造以来、主権的御旨のために、彼は常に人をご自身との交わりの中に導いてこられました――深い交わりと苦難の交わりの中に導いてこられました。ですから、その必要性、その要求、その悲劇がいかに大きくても――それによって、神はまず最初に主権的に行動する必要に迫られるわけですが――手段となる人が見つからないかぎり、彼はそれをしようとはされません。その人は、御心の感覚にあずかり、御心の負担を担い、彼と心から協力する人でなければなりません。


  ネヘミヤはそのような人でした。実際面に関するかぎり、あの経綸における神のこの最後の動きにおいては、すべてがネヘミヤの心の中で始まりました。この人の心が、この書の一番最初の章に示されています。それゆえ、今日の目的のために、それが大いに必要です――というのは、私は今、私たちの時代とネヘミヤの時代の類似性を示すだけでやめるつもりはないからです。その類似性を、霊的知覚を持っているすべての人に明確にするだけでやめるつもりはないからです――ですが、神が、ご自身の証しの回復と完成に関して（それには回復が必要であり、完成が必要です）、今日、何かをしようとしておられるとするなら、彼はネヘミヤに相当する人を持つ必要があるのです――大きな関心事、まさに神ご自身の関心事をその心に抱いている器を持つ必要があるのです。


  そこで、二、三分の間、ネヘミヤの関心事について見ることにしましょう。


  ネヘミヤの関心事


  この人は、物事のあるべき状態と実際の状態の両方を真に認識していました。私たちは僕として、この二つを心の中で明確に理解しないかぎり、神の御旨に貢献することはできません。すなわち、物事の実際の状態とあるべき状態についてです。もし物事が神の御旨・御心どおりのものだったなら、状況はどうなっていたでしょう？もし物事が神の御旨を反映・表現するものだったなら、状況はどうなっていたでしょう？あなたも私も、神との関係に関して少しは前進するもしれませんが、大いに前進するには、神の御心に照らして物事の真の状態を見る必要があります――神は何を望んでおられるのか、神が真に心にかけておられるのは何なのか、物事が彼のみこころに適ったものであるとき、状況は一体どうなるのかを、私たちは実際に見ていなければなりません。


  次に、当然のことながら、相違点、相反する要素、神の御心どおりではない状況の本質を見なければなりません。ネヘミヤはそのような人でした。彼は見て、データに基づいて判断を下しました。一方において、彼は神が望んでおられるものを見ました。他方において、神が望んでおられるものから状況がいかにかけ離れているのかを見ました。もちろん、キリスト教に対してとても批判的な人、教会に対してとても批判的な人は大勢います。彼らは頭で状況を大いに評価・判断します。とても傲慢な方法で、クリスチャンの間や教会の中に存在している悪い状態をこき下ろします。物事の状態を嘆くことに安易に身を委ねることができます。


  ネヘミヤはそのような人ではありませんでした。ネヘミヤはたんに否定的なだけではなく、積極的であり、建設的でした。彼は、「さあ、この状況を見てください――神が意図されたもの、神が望まれたものといかにかけ離れているのかを見てください――これを見てください、あれを見てください、他のものを見てください」と言える人だっただけではありません。彼はそう言えただけでなく、積極的な救済策を示せました。どうすれば状況が変わって、回復の道が拓かれるのかを示せました。彼は積極的なビジョンを持つ人でした。消極的な道を取る人々がとてもたくさんいます。「どうすればいいのでしょう」「それについてなすべきことは何でしょう」と彼らに尋ねても、彼らは何も示せません。全く消極的です――しかも、とても消極的なのです！――提示・提供できるものを何も持っていません。ネヘミヤはそのような人ではありませんでした。彼は状況を熟知していました。状況がいかに悲惨か熟知していました。彼は何度もそれについて述べていますが、彼には解決策があったのです。彼は積極的な人であり、行動する人でしたが、それは彼がビジョンを持つ人だったからです。彼は消極的な意味での「夢想家」ではなく、自分が見たものに関して行動する人だったのです。


  そしてこれは、親愛なる友よ、私たちに課題を突き付けます。疑いなく、私たちのほとんどは、神の民、神の教会の中にある、神の御心にかなっていないものを指摘できるでしょう。物事があるべき姿からどれほどかけ離れているのか、このことがいかに悪く、あのことがいかに悪いのかを、指摘できるでしょう。ああ、それはとても容易であり、とても安易です――批判すること、批判に耳を傾けること、それに同意すること、それを受け入れること、不満を抱くこと、それらを保つことは、とても容易なことであり、とても安易なことです。しかし、次のような姿勢はこれとは大違いです。すなわち、前に進み出て、「これを見てください、これはよくありません、これは主が望んでおられることではありません、これが私たちのなすべきことです。これが、この状況を変えるために、主ならなさったであろうことであり、私たちが取り組むべきことです」と言う姿勢です。あえて言うと、解決法を持っていないなら、自分が目にしているものの代わりとなる積極的なものを持っていないなら、批判したり、裁いたり、罪に定めたりする権利は私たちにはありません。ですから、何か優ったものを与えることができないのなら、静かにしていようではありませんか。しかし、消極的であるがゆえに静かであることから、主よ、私たちを救ってください。そして私たちを、ビジョンを持つがゆえに活発に行動できるようにしてください。


  私はあなたに問います。あなたの場合、これはどれくらいあてはまるでしょうか？あなたにはどんなビジョンがあるでしょう？あなたは主の御旨・意図を見ているでしょうか？――主が真に御心に留めておられるものは何か、主は何を望んでおられるのか、主は物事をいったいどのように進められるのか、あなたはわかっているでしょうか？もし主がご自身の道を進んで御旨に到達されたなら、状況は一体どうなるのか、あなたはわかっているでしょうか？わかっているでしょうか？状況が主が望んでおられるものからどれほどかけ離れているのか、あなたはわかっているでしょうか？そして、この人々やこの人のように、自分の心を大いに奮い立たせて、「それについて何かがなされなければなりません。私たちは仕事に取りかからなければなりません。神の助けにより、私たちはこの状況を変えなければなりません」と言っているでしょうか――そうなることが神のみこころだと信じているでしょうか？あなたはそのような人でしょうか？これをこの書は訴えているのです。


  ネヘミヤの苦悩の特徴


  少しの間、ネヘミヤのこの苦悩について、さらに詳しく見ることにしましょう。彼の苦悩にはどんな特徴があったのでしょう？私は彼を理解し、洞察し、その心に入り込もうとしました。彼の叫びの原因、悲しみ、重い苦悩の原因を知ろうとしました。そうしているうちに、彼のこの苦悩の背後にはこういったものがあるように思えてきました。


  ネヘミヤは、物事のあるべき姿と実際の姿を見ました。次に、自分自身の地位を見ました。彼は遠く離れたシュシャンの宮殿で、王の献酌官をしていました。彼は流浪者であり、事実上、奴隷であり、宮殿で召使いとして扱われていました。その宮殿やバビロンの観点からすると、それは名誉ある地位だったかもしれませんが、彼自身の観点からすると、彼はこの世の奴隷のようでした。彼はこの世で、この世の仕事に時間を費やしており、彼の魂全体がうめいていました。「ここで私はこの世の仕事の中にあり、毎朝仕事に行き、夜遅くまで仕事をしなければなりません。これが毎日、毎週、毎月、毎年繰り返されます。私の魂は、神の御旨と主の民の状況に関する何かをすることを叫び求めています」。自分自身の地位に反発するこの叫びが、彼の苦悩の特徴でした。


  神はその中でも主権者です。おそらく、この行を読んでいるあなたも、これに共感しているかもしれません。あなたは毎朝仕事に行き、毎晩家に帰ってきますが、あなたの時間と力の大半は、この世に仕えることで占められています。あなたはこの世の奴隷のように感じて、「ああ、神のために何かを行う自由があれば！」と言っています。私の親愛なる友よ、そのような苦悩には価値があります。バビロンにいた多くの人は、定住して状況を受け入れていました。仕事をして賃金を稼ぎ、それを今や自分の生業としていました。それ以上のものや、それ以外のものを、何も見ていませんでした。しかし、ネヘミヤはそうではありませんでした。彼の魂はこの世での自分の地位に反発しました。「ああ、自由になって、神のために何かをしたい！」。この苦悩は神にとって意味がありました。この苦悩は、神のために何かを生み出すための産みの苦しみだったのです。


  家庭生活の雑用、いわゆる「つまらない仕事、一般的な仕事」をこなし、朝出勤して夕方帰宅する生活を送るとき、それと同時にあなたの魂の中に神の権益のための叫びが何もないなら、そのような経験を少しもしていないなら、あなたは実に悲劇です。しかし、もしかしたら、その中にあるとき、またその中を通っているとき、あなたは主のためにもっと多くのことを行えるようになることを願っているかもしれません。私に言わせれば、それこそが実りある苦悩です。それは何らかの形で実を結びます。それは開花します――何らかの形で開花します。何かがそれから生じます。いつの日か、あなたはこの世の職業から解放されて、いわゆる「全時間奉仕」のために自由にされる、と述べるつもりは私にはありません。神への奉仕についてそのように述べることはとても大きな間違いだと思います。なぜなら、あなたは自分自身の苦悩の中で、潜在的な形で、自分のいる所で、神に仕えているかもしれないからです。あなたが日々の仕事に出かけるときでも、この世のことよりも主の権益を常に気遣っているなら、あなたの心中のこの苦悩には途方もない可能性があるかもしれないのです。


  ネヘミヤもそうだったにちがいないと思います。「ここで私は王の献酌官をしています！」。彼の心中の反発が聞こえてきそうです。それを彼はどれほど軽んじていたことでしょう――というのは、主の権益の方が彼にとって遥かに重大なものになっていたからです！この人、この支配者、この王は、偉大な人であり、当時の世界で最も偉大な人でした。その献酌官であることは、決して小さなことではありませんでした。エステルとモルデカイがいたのと同じ場所であるシュシャンの宮殿にいることは、決して小さなことではありませんでした。それについてはエステル記から、それに記されていることからすべてご存じでしょう。しかし、「なぜあなたは悲しげな表情をしてるのか？」という王の問いにネヘミヤが答える時が来た時、主への彼の祈りは王に対する大きな尊敬と敬意の言葉によって言い表されたわけではありませんでした。「私はあなたに祈ります。どうかこの日、あなたの僕を栄えさせて、この人の目の前であわれみを得させてください」（ネヘミヤ一・十一）。偉大な王のことを「この人」と述べたのです！


  ああ、これは主とその権益に比べたら、つまらないことです！彼はこれを受け入れられず、苦悩していました。この世が与えうる最大の栄誉も、この地上で私たちが占めうる最高の地位も、主が求めておられるものを見た男女にとってはまさに無に等しいのです。どんな名誉、どんな学位、どんな地位も、あなたが一度これを見たなら、無に等しくなります。「私はそれらをちりあくたと見なします」（ピリピ三・八）。「この世の名誉や栄光にかかわるこれらのものを、ちりあくたと見なします」。彼は主と天の召しを見ました。ネヘミヤの地位は彼の苦悩の一つの大きな要因だったと、私は確信しています。


  それから、長い遅延がありました。「ああ、時間がかかりすぎます！ああ、何かできれば！」。主はそのような忍耐を要求しておられます。私たちは主の遅延に抵抗します。機会の遅れによって深刻な試みを受けます。何も始まらず、道はありません。しかし重要なのは――私たちはこのことで本当に苦悩しているのか？ということです。きっと主は、私たちの真の関心事に関して私たちを試すために、遅延や延期を用いておられるのです。ある人々は、あまり待たされなくても、すっかり諦めてしまいます。ある人々は、少し落胆しただけで、少し忍耐が試されただけで、「これには価値がない」と言って辞めてしまいます。ここに一人の人がいます。彼は、この年月の間ずっと、忍耐を試す深刻な試みの中を進み続けました。また、何かを行う機会がなかなか訪れないことで試されました。しかし、彼は最後まで踏みとどまりました。事実、彼は結局のところ、主の権益のためにきわめて精力的だったのです。


  この長い遅延、なかなか訪れない機会によって、あなたはどんな影響を受けているでしょうか？神のこの御旨があなたの心の奥底に存在しているおかげで、希望がなかなかかなえられなくても、期待が失望に終わっても、びくともしていないでしょうか？この人の魂は飢えていました――彼の魂は飢えていました。つまり、彼は何かを行うことを常に切望・熱望していたのです。何かを行うことに、彼は真の満足感や充足感や喜びを覚えたでしょう。彼の魂は出て行って自由にことを行いたいと望んでいました。しかし、彼の魂は飢えており、ますます次のような境地に導かれていきました。すなわち、そもそも何かがなされなければならないとしたら、それをなすのは神でなければならない――「自分には決してそれを行えない」――という境地です。このような境地に至るのは素晴らしいことです。「神がこの扉を開けてくださらなければなりません。神がこの機会を与えてくださらなければなりません。このことがなされるように、神が取り計らってくださらなければなりません。私には何もできません。私は無力です！」。しかし、この魂の飢え渇きは、どれほどの代価を私たちに要求することでしょう！もし何かを行えさえすれば、なんと楽だったことでしょう。もしもっと多くのことができていれば、なんと多くの満足感が得られたでしょう！しかし、それは私たちを整える働きの一部なのです。実に、その中から真の霊的価値が生じるのです。


  ネヘミヤは、戻って来た兄弟たちから、エルサレムの状況について報告を受けていました。城壁は破壊され、門は火で焼かれ、人々は悲惨な状態にありました。彼はその報告を受け、必要について熟知していましたが、全くどうすることもできませんでした。神だけがそれを行うことができました。どうか信じてください、親愛なる友よ、このような立場によって偉大な約束が与えられます。このような立場に対して神は働かれます。主に最も用いられ、主との交わりの中で最も実を結ぶ者たちは、この地点に達することになります。一度や二度ではなく、何度も何度もです。そこで彼らは、自分には何もできないこと、ただ主だけがそれを行えることを知ります。しかし、彼らの魂はそのことで苦悩します。これは降参して手を上げ、身を引いて、「自分には何もできません。ですから、気にしないことにします」と言うことではありません。ネヘミヤは全くそうではありませんでした。彼は苦悩を祈りに変えました。ご存じのように、苦悩が祈りになり、祈りが苦悩になる時、事は大いに真実味を帯びて、大いに純粋なものになります――なぜなら、そのような祈りは自己の要素をすっかり対処するからです。


  何かを行うことを私たちが欲するとき、働きに入ることにこだわるとき、舞台に上がることにこだわるとき、何かをして満足を得ることにこだわるとき、何らかの地位に就くことにこだわるとき、そこには野心の要素があることがなんと多いことでしょう。主がこのような私たちを対処してくださって、その苦悩がすべて祈りに変わる時、その祈りの中で、これらの自己の要素は徹底的に対処されて消え去ります。苦しむ祈り以外何もできないという事実こそが、その中に自己がないことを証明するものなのです。私たちの祈りは苦悩することです。自分のために何かを求めることではありません――神に属するもののために苦しむことなのです。


  まもなく、ネヘミヤは個人的利益を狙っていると非難されることになります。彼の敵は、「彼は王になることを欲しており、自分のことを宣べ伝える預言者たちを任命している」と言うでしょう。この人を訴えて破滅させようとするとは、なんと巧妙な悪魔の攻撃でしょう！もしそれが真実だったなら、悪魔のこの攻撃によって、彼はどれほど打ちのめされていたことでしょう！もし悪魔に、「結局のところ、これをすべて支配しているのはナンバーワン願望なのです。あなた自身の野心であり、あなた自身なのです」と述べる正当な根拠があるなら――こう述べる根拠があるなら、私たちは打ち倒されて滅ぼされても仕方ありません。しかし、ネヘミヤの場合、そのような訴えには何の根拠もありませんでした。彼は、「あなたがそれを自分自身の心の中で捏造したのです」（ネヘミヤ六・八）と言うことができました。「それは真実ではありません。神は私を深く取り扱ってくださいました。私の魂をふるいにかけて、自分の利益を求めるそのような思いをすべて取り除いてくださいました」。この根拠を敵から断ち切らなければなりません。それは、働くための個人的根拠を敵に何も得させないためです。


  さて、王の前にいた時、ネヘミヤは悲しそうな表情をしていました。王はそれに気づきました。しかし、彼の表情は自己憐憫や個人的な不満を物語るものではなく、霊的状態に関する悲しみを物語るものでした。


  主は現在の状況を知っておられます。主は、状況が御旨とはいかに異なっているのかを見ておられます。彼はこれについてすべてご存じです。彼は、何人かの人々を連れて来て、ご自身が見るように見させ、ご自身が感じるように感じさせなければなりません。そして、ご自身が彼らに示すものに彼らを専念させなければなりません。どんな代価を払ってもです。この序論の言葉は課題を突き付けるものです。私たちが働きや戦いに出かけられるようになるには、まず私たちはこのようにならなければなりません。真にこのようにならなければなりません――ネヘミヤのような人々にならなければなりません。主よ、私たちをそのようにしてください。


  



  第二章 城壁の状態


  ネヘミヤの行動


  さて、ネヘミヤの関心事から彼の行動に移ることにします――というのは、これまで述べてきたように、ネヘミヤは状況を冷静かつ否定的に批判するだけの人ではなかったからです。彼は、神の栄光のためになすべきことを知らずに、またそれについて何かを行うことなく、間違いを指摘し尽くすだけの人ではありませんでした。それで、彼は行動を起こしました。聖書の中で、あるいは少なくとも旧約聖書の中で、他の書物よりも行動によって特徴づけられている書物があるとすれば、私はこの書がそうだと思います。


  ネヘミヤが行動を起こした時、彼はまず状況を十分かつ正確に把握しました。こう記されています。「私の兄弟の一人のハナニが、数人の者と共にユダから来た。私は、捕囚を免れて残っているユダヤ人について、またエルサレムについて、彼らに尋ねた」（ネヘミヤ一・二）。


  そしてその後エルサレムに来た時、彼が行動するのを私たちは目にします。こう描写されています。「私は夜中に起き、数人の者が私と共にいた。私の神が、エルサレムのために行うよう私の心に置かれたことを、私はだれにも告げなかった。また、私が乗った動物のほかに、動物はいなかった。私は夜中に出て行き（中略）エルサレムの城壁を調べると、それは崩され、その城門は火で焼き尽くされていた」（ネヘミヤ二・十二、十三）。


  このようにネヘミヤは状況を正確に把握するために苦心しました。確かに、彼は情報を持っていました。報告が彼のもとに届きましたし、その状況について直接知っている人々から知識を得ようと努めていました。しかし、現場で知識を得られるようになるやいなや、彼は報告を確認し、状況がどうなっているのかを正確に自分の目で確かめました。私は指摘したいのですが、それと同じように、主がご自分の証しの回復――この問題に私たちは直面しています――について告げられる時、彼と協力しようとする人々は正確な十分な情報を得なければなりません。彼らの情報は間接的に得られたものかもしれませんが、たとえ最善であったとしても間接的な報告で満足してはなりません。状況がどうなっているのかを直接正確に把握しなければなりません。物事の霊的状況がどうなっているのか、そして、何をなすべきかを正確に把握しないかぎり、あなたも私も主のためにあまり役に立たないでしょう。それについて私たちに告げる多くの人々からそれを得るだけでなく、実際に自分自身で見て把握しなければならないのです。


  事実、今日、世界のどこに行っても、主の民の間の霊的状況を嘆いている人々が常に見つかります。彼らの感覚はおおむね正しいです――しかし、前に述べたように、彼らの多くは不満・不平・ぐち・苦情・批判を述べるだけで、解決策や改善案を何も提示しません。それにもかかわらず、教会の霊的状況について抱いている彼らの印象はおおむね真実です。今日、次のことは大いに真実です。すなわち、教会に関してすべてが正しいわけではありませんし、状況は主の望みどおりのものではないのです。しかし、状況は正しくないという一般的感覚――たとえそれがとても一般的なものだとしても――にとどまることはできません。これが私たち自身の存在中に入り込まなければなりません。私たちは自らそれを知らなければなりません。私が述べているのは、「私たちは行って、間違いをすべて見つけ出し、今日の大きな欠点や嘆かわしい点をすべて列挙した長大な一覧を作成するべきである」ということではありません。そうではなく、私が述べているのはこういうことです――もし状況を神の望みどおりのものにするために神と協力しようとするなら、その問題を私たちは自分の心にじかに感じるようにならなければならないのです。私たちは自らそれを知らなければなりません。不平家であってはなりません。心の中で真に苦悩している者でなければなりません。自ら正しいとわかっているもの、自分が見ているもの、自分の目に明らかなもの、自分自身の心を悩ましているもののゆえに、心の中で真に苦悩している者でなければなりません。


  そこで、ネヘミヤはまず、自分で直接状況を把握しました。そして、それはだれもが落胆するような状況でした。それは本当に気が滅入るような状況であり、ネヘミヤがこれ以上進む気をなくして、バビロンに戻り、「私たちは悪い仕事でも最大限活用しなければなりません。状況はあるべき姿にはなく、全く絶望的です。それについて何とかしようとしても無駄です」と言ったとしても無理はありませんでした。しかし彼は、悪い状況だったにもかかわらず、それを絶望的なものとして諦めませんでした。もし、あなたがあの夜、ネヘミヤと一緒に見て回った人々の一人だったなら、きっと、「これはとても私たちの手に負えません。これはどうしようもありません。これは絶望的です」と言っていてもおかしくなかったでしょう。ネヘミヤはそうではありませんでした。ネヘミヤは旧約聖書の中で最も勇敢な人々の一人――真の英雄――だと思います。恐ろしい状況に直面しましたが、神に信頼しつつその状況に直面したのです。なぜなら彼は知っていたからです、これは悪い状況であるだけでなく、神はその状況を正すために、それを変えるために動いておられることを。状況を変えることが神のみこころでした。そして、神があることを意図されるとき、たとえそれが私たちには不可能に思われたとしても、私たちには確信を持つ根拠があるのです。だから、彼は諦めずに、状況に向き合いました――正面から向き合ったのです。


  私の心の中には、このメッセージでは言い表せない多くの思いがあります。しかし、私はこのことに関して、聖書全体を考慮に入れています。そして、先に進むにつれてわかるようになると思いますが、私は特に新約聖書に向かおうとしています。私は現経綸の偉大なネヘミヤである使徒パウロに思いを馳せています。クリスチャンの間で彼はなんという状況に直面しなければならなかったことでしょう！なんという状況に彼は遭遇し、対処しなければならなかったことでしょう！彼のコリント人への第一の手紙を読むと、自分たちなら諦めてしまって、「これは絶望的な混乱状態です――いったいこれはキリスト教なのでしょうか？」と言っていただろうと感じてしまいます。しかし、パウロが勇猛果敢にその状況に立ち向かった様子を見てください。彼は諦めなかったのです。


  今日、私たちは大いに落胆しているかもしれません。神に栄光を帰す完全で明確な証しを持つのは不可能である、と容易に感じてしまうかもしれません。というのは、どれほど教会が損なわれているのか、どれほど「壁が崩されている」のか、どれほど「門が火で焼かれている」のかを見ているからです――つまり、どれほど証しが全く裂かれ、破られ、廃墟の中にあるのかを見ているからである、と言ってもいいでしょう。確かに、この状況は憂慮すべきものであり、私たちは以下の問いに直面しなければなりません。神はそれとは別の状況を望んでおられるのでしょうか？状況が変わることが神の御旨なのでしょうか？状況が変わることが神のみこころなのでしょうか？神は状況を諦めてしまわれたのでしょうか？神は別の状況を望み、意図しておられるのでしょうか――いや、さらに言うと、神は別の状況を生じさせるために動いておられるのでしょうか？神がこの問題に積極的に関心を寄せておられる証拠が何かあるかぎり、私たちはこの問題を放棄できません。しかし、現在の状況に向き合うには、大きな勇気が必要です。神が与えてくださるありったけの勇気が必要です。これを知っている人なら、私が誇張していないことがわかるでしょう。


  ネヘミヤのビジョンとインスピレーション


  そして、さらに、ネヘミヤはその行動によって、他の人々を自分のビジョンと関心事の中に巻き込みました。まず第一に、それは彼自身の心の中にあり、彼の心の中に隠されていました。神が自分の心に置かれたことを彼はだれにも言いませんでした。そもそも、それは彼自身と主との間のことであり、彼がある地位に達して、自分の調査の結果としてある決定を下すまでは、彼は他の人に心を開きませんでした。これは素晴らしいことであり、注目すべきことだと思います。着想を得て、自分の考えを広め、他の人々に伝えることは、とても容易なことです。自分と神との間で、状況を把握してその偉大さに全く圧倒され、そして、「これをしなければならない」と決意して自分のビジョンとインスピレーションの中に他の人々を巻き込むことは、それとは全く別のことなのです。


  ネヘミヤは途方もないインスピレーションを与える者とされたことがわかります。この書を読み通すと、この人の魅力的な人格、インスピレーションとでも言うべきものがわかります。この人のインスピレーションとビジョンの下で、人々は無理難題に飛びつきました。人々が落胆してとても落ち込む時もありましたが、彼は彼らをどん底から引きずり出しました。彼には、真の指導者として、自分のビジョンの中に他の人々を巻き込む力があったのです！これこそ今日真に必要とされていることだと、あなたは感じないでしょうか――ビジョンを持ち、すべてを吟味し、問題全体に向き合う人々が必要なのです。彼らは神への信頼を持ち、「神は何か別のことを望んでおり、意図しておられる」「自分たちは他の人々に積極的な影響を与えるためにやって来たのであり、それは他の人々が同調するようになるためである」と確信しています。これこそ真に大いに必要とされているものです。運ばれるだけのお荷物になるのは、世界で最も容易なことです。ああ、ただ生き続けているだけの、他人にたかる、寄生者になるのはとても容易です。しかし、インスピレーションを与える者となること、他の人々を真に助けて神が追い求めておられるものの中にもたらす人となること、彼らにインスピレーションを与えて、来て主の働きを助けるようにさせる者となることは、それとは全く別のことです。ネヘミヤはそのような人でした。私はあなたたちに言いたのですが、もし「状況は神の御心に適っていない」「神は状況を変えることを願っておられる」と感じているなら、私たちはこの問題について積極的な人々になるべきですし、それについて他の人々にインスピレーションを与える者となるべきです。


  そこでネヘミヤは、それを十分に把握し、秤にかけ、手がけている働きの偉大さを肝に銘じつつ、絶望せずに、その働きに取り組み、彼が心を開いた他の人々を鼓舞したので、彼らは「立ち上がって建造しよう」と言いました。ああ、このような人々が必要です！状況を見ていて、それについて熟知している今日の人々なら、「それについてどうにかしましょう――立ち上がって建造しよう」と言うでしょう。


  これが彼の活動の始まりです。これが確かに活動であることにあなたは同意するでしょう。もちろん、私たちはこれを人の問題として見ているわけではありません。神の霊によって力づけられないかぎり、長い間このようであり続けることは、私たちのだれにもできないからです。使徒パウロのことをもう一度考えてみてください。彼はその状況、その状態について熟知していました。神の民がその状況についてどれほど落胆して落ち込むおそれがあるのかを知っていました。彼はこう祈りました、「どうか父が、彼の栄光の豊富にしたがい（中略）彼の霊を通して、あなたたちの内なる人を強めてくださいますように」（エペソ三・十六）。「どうかあなたたちが（中略）神の栄光の大能にしたがい、あらゆる力をもって力づけられ、喜びを伴うあらゆる忍耐と寛容に至りますように」（コロサイ一・九、十一）。内なる神の霊の強力なエネルギーこそ、私たちが進み続けられる唯一のエネルギーです。ネヘミヤの生涯に働いた神の内なる御業のために、私たちは大きな余地を設けなければなりません。なぜなら、そうしないかぎりこの状況について何も行えないことを、私たちは十分よく知っているからです。


  その目的――城壁


  さて、この書の問題の主な特徴に進むことにしましょう。最初の学びで述べたように、それは三つあります。すなわち、城壁、働き、戦いです。もしくは、御旨、行動、戦いです。御旨すなわち城壁から始めることにします。ネヘミヤが修理しようとしていたこの城壁が何を表しているのかについて――この城壁が何を象徴しているのかについて――私たちはよくよくはっきりしていなければなりません。この城壁について、この城壁が過去と現在において実際のところ何だったのかについて、前置き的なことを三つ述べさせてください。


  まず第一に、城壁は境界線でした。つまり、城壁は境界を定めたのです。境界線とは、つまり、霊的解釈を施すことです――神の御思いにしたがって現代における解釈を施すことです――何がキリストで何がキリストではないかを明確に定義づけることです。エルサレムの城壁は、ある地域、ある領域を定義していました。当初、そこに立って、こう宣言しました、「さて、この城壁、この境界線の中にあるものは、ある秩序、ある性格に属するものです。この中では、物事はこれこれでなければなりません」。もちろん、それは、言わばまさに中心にある宮によって特徴づけられていましたが、城壁が境界を定めるものだったのです。それについて詳しく述べる必要はありません。主の証しの回復と完成のためには、何がキリストに属しており、何がそうではないのかを、明確に定義する必要がある、とだけ言えば十分でしょう。事態はひどく混乱しています。この地上で、城壁は壊されており、多くの瓦礫があります。さしあたってこの瓦礫について取り扱うことにしますが、事実として――城壁があった場所に多くの瓦礫があったのです。今日、多くの人々は、何がキリストで、何がたんなる「キリスト教」なのかについて、明確な判断力・認識・理解を持っていません。福音的キリスト教では、状況はひどく混乱しています。明らかに、次のことが必要です。すなわち、キリストとは何かを明確かつ厳密に定義づけるものを再構成することです。そして、キリストがはっきりと理解・認知されるようになって、混乱を招く、込み入った、混合した要素がすべて排除されることです。


  城壁は境界を定めるものでした。つまり霊的には、城壁はキリストの真の御性格を表すものなのです。数ページ前で述べましたが、私が述べていることの背後には、今は言い表せない多くの思いがあります。しかし、私は城壁について考えてきました――聖書全体にわたって城壁全般について見て、歴史上の城壁をすべて通り過ぎ、黙示録の最後にある偉大な包括的な城壁、新エルサレムの城壁に至りました。特に気づいたのは、城壁は内側にあるものの性格・性質を定義づけるものであるということでした。聖書の最後に出て来る新エルサレムの大きな城壁もそうではないでしょうか？その主な特徴――その栄光、美しさ、純粋さ――がその性格であると言えます。キリストの御性格こそが彼の証しの第一のものです。それが確立されて、とても明確に定義されなければなりません。


  そして次に――これは違いのない区別であるとあなたは思うかもしれませんが、違いがあるのです――城壁は境界つまり区別を表していました。ここでは物事は全く混ざり合っていません。この城壁は次の事実を宣言し、確立するものです。すなわち、この証しは独特な証しであるという事実です。それは一般的なものではありません。それはあらゆる種類の異なるものに帰着するものではありません。それは明確であり、独特です。それは一つのことを告げます。その一つのこととは、「キリストに属するものだけが、これを通過でき、この中にとどまれる」ということです。


  さて、これはとても、とても心を探ることであり、とても興味深いことです。先に進むにつれてわかるようになりますが、このネヘミヤの兄弟であるハナニは最終的に警官になりました。そして、彼は警官として、侵入者や商人に対処するために門を警護しました――多くの商人がイエスの証しの中に入ってきます。彼らは自分の利益を追求し、自分自身の仕事をし、神やキリストの領域の中にあらゆる種類の商品を持ち込みます。この城壁は、「だめです！」と告げました。この書を最後まで読むと、ネヘミヤと彼の警官が商人たちにどう対処したのかがわかります！彼らはそんなことをいっさい許しませんでした――彼らを追い払い、商人たちに対して強硬手段を用いました。しかし、彼らが行ったことは、主イエスが当時の商人たちに編み紐で行われたことにほかなりませんでした。簡単な言葉で述べると、城壁は尊いものと卑しいものとの間の区別を物語るものだったのです。これは広大な領域を網羅するものであり、神の霊に属するものと他の霊に属するものとを大いに区別するものです。


  そして第三に、この城壁は防御するものでした。それは言わば、責任ある立場に置かれたものでした。それには、主の権益と主の民を、侵入しようとするもの、攻撃しようとするもの、堕落させようとするもの、その性格を変えようとするものから守る責任がありました。主は証しを必要としておられます。その証しは、すべてに対して課題を突き付けるものであり、主に全く属しているわけではないものをいっさい通さないものです。ここで教会、神の民は、主の権益に関して道を誤ったのです。主に属していない多くのものが忍び込んで、場所を得ることを許されてきました。それに対処するための、主に属するものに対する十分強力な証しがなかったのです。


  また、新約聖書を見ると、最初に霊の城壁が築かれた時、それは聖霊の力によってとても強力かつ明確なものだったので、当初、あえて加わろうとしない多くの人がいたことがわかります――彼らはあえて加わろうとはしませんでした。恐れていたのです。神との関係がうまくいっていない心の中に、恐れが生じるような状況だったのです。他方、加わった人々は顔を伏せて、「神があなたたちのただ中におられます」と言いました。主はそのような証しを必要としておられるのではないでしょうか？――あまりに明確で、あまりに強力なため、主に対して真剣でない人々は恐れをなして、通常の表現で言うと「立ち去る」ほどのものを、主は必要としておられるのではないでしょうか？「彼らは出て行きました（中略）それは、彼らが私たちのものでないことが、明らかになるためです」（一ヨハネ二・十九）。これはとても健全な兆候です。これが起きる時、状況は良い状態にあります。ああ、確かに、しかし状況が悪い状態の時、あなたはだれかを失うことを恐れます――だれであれしがみついてしまいます。主は言われました、「だめです。だれかにしがみつこうとしてはなりません。だれかれかまわず引き込もうとしてはなりません」。この証し、この城壁は、よろずの人や物から守り、保護するものなのです。ネヘミヤの時代のエルサレムにとって、それがどれほど必要だったことでしょう！この書全体がそれを示しています。この別の人々を見て、この城壁がトビヤやその群れの残りの者たちにとってどんな意味を持っていたのかを見てください。彼らはこの城壁が意味するところを知っていました。自分はその中に入れないことを知っていたのです。


  さて、これが城壁が第一に意味することです。しかし、この問題についてもう少し進むことにしましょう。この城壁はキリストの二つの面を表しています。一方において、それはこの世の人々や諸国民に対して外面的に示されるキリストを表しています。他方において、それはキリストが主ご自身の民にとってどのような方なのかを表しています。一言で言うと、この城壁は神の御子に対する全き証しです。神の御子がこの世界で世人と神の民にとって何を意味しておられるのかについての全き証しなのです。


  城壁を修理する必要性


  ここで、意味を誤解されないように、一言述べる必要があります。ネヘミヤは城壁全体を基礎から造り直したわけではありません。よく見ると、行われていたのは城壁の修理だったことがわかります。壊されたものを修理して完全なものにしていたのです。なぜ私はこれを述べているのでしょう？この城壁を基礎から築くことを、私たちは命じられていませんし、そうするよう召されてもいないからです。神に感謝します、その基礎は据えられています。神に感謝します、城壁は最初に築かれました。使徒行伝は、この城壁、この証しを示しています。それは完全・完璧であり、栄光と力と壮大さの中にあります。強力な防御であり、諸国民にキリストを力強く啓示するものであり、彼ご自身の民にキリストの意味を力強く示すものです。これが最初にありました。ネヘミヤがやって来たのは、これを始めるためではありません。かつては完全で、明確で、完璧だったものが破壊され、廃墟と化している現場に、ネヘミヤはやって来ました。彼の任務はそれを修理して再び完全なものにすることでした。これが私たちの任務です。もし私たちが何かに召されているとするなら、これに召されているのです。私たちは、使徒たちがしたことをするよう召されているわけではありません。彼らは自分の働きをなし、その働きは残っています。しかし、彼らの時代以降、ネヘミヤの時代の状況を物語るものがたくさんありました――崩壊、破壊、瓦解、荒廃の状況が多くありました。かつて存在していたものを回復するよう主は求めておられます。これこそが、確かに、私たちが召されている働きです。


  ですから、私たちはまず、壊れた城壁に目を向けます。こう記されています、「私は彼らに言った、『あなたたちは、私たちがいる悪い状態を見ている。エルサレムは荒廃し、その城門は火で焼かれている。来て、エルサレムの城壁を建て上げ、これ以上私たちがそしりを受けないようにしよう』」（ネヘミヤ二・十七）。この最後の言葉は本質を突いているのではないでしょうか？神・キリスト・私たちの主の証しの大敵が、主の御名をそしることを絶えず唯一の目的としているのを見てください――何とかして、あらゆる手段を尽くして、直接的攻撃によって、あるいは狡猾な隠れた働きによって、何とかして主の御名と証しをそしりの中に陥らせようとしているのです。「これ以上私たちがそしりを受けないようにしよう」。神の民を支配するなんという動機でしょう。主とその民をこの崩壊状態によるそしりから救うのです！


  偶像崇拝がこの崩壊状態の原因である


  回復に移る前に、この状況を招いた根本的・究極的理由を検証・追跡しなければなりません。この書とそれに至る他の諸書に出て来る絵図から、手がかりが得られます。この問題全体の根幹を突く一つの言葉があります。それは偶像崇拝です。廃墟と瓦礫の中にあるこの城壁を見るなら、黙想・熟考して、「なぜでしょう？これはなぜでしょう？こんなことになるとはどういうことでしょう？この状況の理由は何でしょう？」と問うなら――それに対する包括的・根本的答えは――偶像崇拝です。


  イスラエルの偶像崇拝のゆえに、その国民は偶像崇拝の中心地に送られてそれから癒されたことは、実に印象的ではないでしょうか？バビロンは偶像崇拝の世界的中心地でした――大きな像が設置されたことからあなたはこれをご存じでしょう。さて、イスラエルは自分の内に偶像崇拝を許していましたが、主はイスラエルを偶像崇拝の世界的中心地に送って、偶像崇拝を癒されました。確かに、これは印象的です。これはまさに次のことを意味します。すなわち、時として、主の治療法は、私たちがもてあそんでいるものを過度に与えることなのです。彼らは渇望して、もてあそびました。預言者たちは叫び、嘆願し、泣き、訴え、苦悩しました。人々がこのようなものと手を切って、周囲の異教の国々の神々をもてあそぶことをやめるよう、嘆願しました。しかし、彼らはやめようとせず、偶像に傾倒しました。「よろしい」と主は言われました。「あなたたちが求めているものを得なさい――ふんだんに得なさい」。そして、確かに彼らはそれをふんだんに得ました。すると、それによってイスラエルは、その後ずっと、そういった形の偶像崇拝から癒されたのです。それによって彼らは偶像崇拝の霊から癒された、と私は述べているわけではありません。これについては後で見ることにします。しかし、悪の勢力に公然と加担する形の偶像崇拝は、彼らが心から求めていたものが与えられたことによって、滅ぼされたのです。


  ある法則の働きの極端な例として、次のようなものがあります。詩篇の作者は荒野におけるイスラエルについてこう述べています、「彼は彼らにその求めるものを与えられたが、彼らの魂の中にやせ衰える病を送られた」（詩篇一〇六・十五）。彼らは手放すことを拒みました。彼らは欲しがったのです。神の「ノー」の前で「イエス」と言ったのです。「それを得ることにします」。「よろしい」と主は言われました――そして、彼らは得たことで敗者になりました。


  今も、ご存じのとおり、この原則は働いています。それは今日働いていないという確信は私にはあまりありません。教会の中で、キリスト教の中で、この世が地位を得ています。神の教会はこの世に出て行って、この世を取り込みました。教会はこの世の霊と結託しています。この世がキリスト教の中で大きな地位を得ています。このような言い方をすることを私は望んでいませんが、私たちは大いに忠実でなければなりません。おそらく、全く気づかれていませんし、全く認識されていませんが――神はそうであることを認めておられます――福音的キリスト教の中にすら、世の原則がたくさんあります。神の働きを行うために、霊的でないもの――名前、肩書、能力など――がたくさん持ち込まれています。好意を得るために、利益を得るために、密かに結託しています。こうしたいっさいのことの背後には、別の霊――偶像崇拝の霊――があります。それが主の民を支配しています。さて、何が起きたのでしょう？主は、教会が望みのものを得るようにされました。そして、今日、教会はその力を失い、その地位を失ったと感じています。この世があまりにも大きな地位を得ているからです。得ることによって教会は敗北しました。これはきわめて明白ではないでしょうか？


  この原則は働いています――注意してください、もしあなたの心が何かに向かっていて、主からの「ノー」を受け入れようとしないなら、この原則は個人的にも働くでしょう。あなたが固執するなら、あなたはそれを得るでしょう。あなたが主を脅迫して――たとえ脅迫の形を取っていなかったとしても――「主が自分にこれを与えてくださらないなら、あるいは自分のためにこれをしてくださらないなら、私は前進できません」と言うなら、もしそういったことを言うなら、主はそれをあなたにお与えになるでしょう。あなたがそれを得るようにされるでしょう。それはあなたにとって呪いとなるでしょう。アブラハムはイシマエルのことでそうしました――なんという呪いでしょう。原則があることがわかります。さて、要点はこうです。この人々は偶像崇拝の霊もしくは原則が、自分の生活に入り込むのを許しました。主は預言者を通して「早く目覚めよ」と嘆願されました。しかし、彼らは預言者の声に耳を傾けることを拒みました。そこで主は言われました、「よろしい、欲しいものを得なさい――遠くバビロンに行きなさい！」。彼らはすべてを失いました。


  偶像崇拝とは何でしょう？木や石でできている偶像にひれ伏す以外に、それは多くの、多くの巧妙な形を取ります。そして、多くのとき、間接的な形を取ります。それは、神に取って代わるもの、神の道に割り込むものに思いを馳せることです。なんと広大な領域をこれは網羅することでしょう！その影響の結果、最終的に、主は妨げられ、妨害され、求めているものを得られなくなります。これが偶像崇拝の原則です。それは主に取って代わり、主に困難をもたらします。


  前に述べましたが、イスラエルは偶像崇拝の外面的形式からは癒されましたが、偶像崇拝の原則・霊は根絶されませんでした。というのは、私たちの主の時代、人々は伝統を礼拝していたからです――伝統は偶像になるおそれがあります。そうです、伝統は偶像になるおそれがあります。伝統に傾倒・熱中するあまり、主に機会を与えられなくなることがあります。それは主の道を妨げます。まるでネヘミヤが通れなかった瓦礫のようです――彼が乗っていた動物はその瓦礫を通れませんでした。多くのとき、主の道を阻む瓦礫は、死んだ伝統、死んだ歴史という瓦礫であり、過去のものであって今では生きていないものです。これが偶像崇拝の原則です。これが、城壁が崩れて残骸・瓦礫・ごみと化した根本的・究極的原因でした。偶像崇拝とは、主に属していないものと心で結びついて交わることなのです。


  覚えておいてください、このネヘミヤ記は悪い状態、悪や誤りで満ちており、そして、これらの事柄は城壁の状態に対応しているのです。私は再びこの点に戻って来るでしょうが、あなたにこれを理解していただきたいと思います。この城壁を見て調べると、言わば、向こう側を覗くことができます。そして、向こう側を覗くと、主の民の状態が城壁の状態とぴったり一致していることがわかります。あらゆる種類の不正・悪・誤りがあります。それは瓦礫であり、崩壊した状況です。民の状況は城壁の状況と一致していることがわかります。城壁は霊的状態の絵図にほかなりませんでした。ですからこの城壁を「通して覗く」と、自分が扱っているのは実際には城壁ではなく霊的状態であることがわかります。ネヘミヤは、進み出て城壁に取り組んだとき、人々の霊的状態にも同時に取り組まなければならないことに気づきました。それらは一つの同じものだったのです。美しい城壁を建て上げても、その城壁の背後の状態がそれに見合ったものでないなら、事実上、馬鹿げたことだったでしょう。この二つ――霊的状態とあなたの証し――は一致していなければなりません。証しの背後にはある霊的状態がなければなりません。ある霊的状態が証しを支えていなければなりません。真理のエネルギーの中にないものの建造に取り組むことはできません。


  私たちはさらに、この城壁が何を意味するのか、そして、この城壁が何でできていたのかを、見ることにします。しかし、さしあたって、主よ、ご自身のビジョンの中に、ご自身の御旨の中に私たちを導き、力をもって私たちを力づけてください。その力は、ご自身の僕であるネヘミヤやパウロ、それに他の多くの人々が持っていたのと同じ力です。主は彼らを用いてさらに優った御子の証しを回復してこられたのです。


  



  第三章 根本的な問題である礼拝


  私たちは、ネヘミヤの発言のある句が示している点に専念しています。彼は、敵が狡猾に、自分を陥れるために、どこか遠く離れた場所で会うように誘った時、こう言いました、「私は大きな働きをしているので、下って行くことはできません」。この言葉を「大きな働き」と短縮することにします。なぜなら、このネヘミヤ記は神の大きな働きを図式や歴史的絵図によって示しているからです。ネヘミヤは、この章のまさに冒頭で見たように、神が自分の心に置かれたことをだれにも告げなかったと述べています。後に彼はそれを明かしましたが、彼が述べているこの大きな働きは、神が彼の心に置かれたものでした。


  証しの城壁の再建というこの問題について話を進める前に、ここでとても重要な包括的挿話を入れたいと思います――それは特定の句や御言葉に基づくものではありませんが、全体を貫いているだけでなくその根底にもあるものです。つまり、礼拝です。


  というのは、考えてみると、城壁によって境界が定められていたエルサレムは、まさに礼拝の問題を包括的・総括的に物語っているからです。確かに、エルサレムが存在したのはそのためでした。バビロンは、前に見たように、偽りの礼拝、偶像崇拝、神に属さないものの座であり、中心でした。エルサレムは、聖書の中では、それとは反対のものとして、常にバビロンに立ち向かいます。それは神礼拝のために立ちます。それは神礼拝の場です。ですから、このエルサレムの城壁は、神礼拝を包含しているものの絵図であり、それ自体が礼拝の絵図なのです。礼拝は、神との関係の歴史の中で最初のものであり、最後のものです。聖書には、世界が存在するようになる前、創造がなされる前に、礼拝が行われていたという記述があります――「神の子ら」が、世界が存在するようになる前に、神を礼拝していたのです。この神の子らが誰なのかはわかりません。しかし、そう述べられています。彼らは共に喜び歌い、主を礼拝しました。礼拝がそこにありました。礼拝がそこでなされていました。


  次に、礼拝が創造における支配的要素として現れます。ご存じのように、アダムの基本的な罪は礼拝の断絶でした。そして、この問題がこの地上で覆された時、神は諸々の時代にわたる礼拝の全行程を開始し、ご自身に対する証しを維持されます。聖書に記されている最後のものの一つは、この宇宙的な神礼拝です。そしてエルサレムは、繰り返しになりますが、型や図式や歴史的絵図に関するかぎり、主の地上における礼拝の座です――ご自身への礼拝を維持する座です。私たちは、新約聖書によると、この経綸において、地上から天へと移されています。「天のエルサレムに、御使いたちの無数の衆群に（中略）長子の教会に」（ヘブル十二・二二～二三）来ています。これは礼拝です。天で再確立された礼拝です。


  礼拝とは贖って神にもたらすことである


  そこで、数分の間、この礼拝の問題について見ることにします。いま見ているように、ネヘミヤの働きはエルサレムの城壁を再建することでしたが、それは実は贖いの働きでした――状況を贖い、証しを贖う働きでした。それは贖いの働きでした。さて、よくご存じのように、贖いとは神にもたらすことです。「私たちを贖って神にもたらしてくださった」（黙示録五・九、欽定訳）――こう記されています。そして、礼拝はまさに次のことを意味します――すなわち、すべてを贖って神にもたらすこと、神に連れ戻すこと、神のために回復することです。そして、この力強い贖いの働きは依然として続いています――それは次のような意味においてです。すなわち、それはサタンとアダムの間に起きたことを通して被造物の中に入り込んだある種の自然な傾向や流れに対抗する、という意味です。贖いとは、ある傾向から回復することです。被造物の傾向は今や、常に下に向かっています。被造物のどの部分も、自然の流れは下向きです。あなたは毎日、何らかの形で、それと戦っています。庭を持っている人ならだれでも、下降傾向から贖う働きが日々絶えず必要であることを知っています。医者や看護師ならだれでも、肉体の命の下降傾向と日々戦っています。肉体の世話をしないかぎり、「対抗措置」を講じないかぎり、自然に下降線を辿って、劣化することになります。それで、医療従事者は自分たちの領域で贖いに取り組んでいます。このように、あらゆる領域に進んでいくことができます。なぜなら、どこであれ、何であれ、自然な道は――衰退だからです。


  これが自然界や物理界に言えるとするなら、霊界についてもどれほど言えることでしょう。聖書は次の事実を包括的に啓示するものです。すなわち、天からの対抗力がなければ、すべてが下降する、という事実です。何度も、何度も、何度も、こうした下向きの動きが生じるのを、私たちは聖書の中に見ます――衰退、退化が生じて、神はそれに反応されます。その流れから贖うためであり、贖ってご自身にもたらすためです。礼拝は、ですから、すべてを贖って神にもたらすこと、事物に神の意味を与えることを意味します。


  礼拝は動機の問題である


  宗教はひとまず置いておいて、少しの間、礼拝の初歩的要素について考えてみましょう。宗教的な体系や形式が何もなくても、礼拝は続きます。それがまさにその中に根付いています。礼拝の基本的要素とは何でしょう？それは、人生を動機づける要素にほかなりません――つまり、生きる価値であり、生きがいです。だれもが陥るおそれのある、最低の、最も悲しい、最も悲劇的な状態は、人生への興味をすっかり失ってしまうことであり、「今や生きる目的は皆無です。生きる目的は何もありません」と言うようになることです。これより低い状態はありえません。人生を諦めています。人生になんの価値もありません。この生きがいこそが礼拝の原則です。それは生きる動機であり、生きる目的であり、世界中にあります。ただし、人々がもはや関心も動機も失って、すでに人生を諦めてしまっている悲劇的な世界は別です。それこそがだれにも臨みうる最も悲しく、最も恐ろしいことだと言えます。そのような状態がはびこっていない所では、礼拝はまさにこれです。すなわち、生きる目的であり、生きがいなのです。これが礼拝の原則です。


  さて、これをもっと広い、もっと高い領域に適用してみましょう。そこでの生きる目的は何でしょう？最大の生きがいは何でしょう？そこで礼拝をそのあるべき所に置くとき、礼拝は次のようなものになります――「なんと、人生を正当化し、人生に意味と価値と生きがいを与える最大のものは、主なのです！」。礼拝されるべきものとしてのこの世ではなく、この世の王国でもなく、この世の君やこの世の神でもありません。主こそが価値ある方であり、人生で最も価値ある対象であり、私たちの存在に全き意義を与えてくださるのです。それゆえ、彼は完全な地位、中心的な地位を占めておられます。常に主が目的となります。


  礼拝とは、どこかの教会の建物に毎週、おそらく一回か二回行って、いわゆる神礼拝に参加することではありません。それは礼拝ではありません。たんなる空虚な形式かもしれません。神を助けようとすることかもしれません。実際に全く欠けているかもしれません。礼拝は一生の問題であり、週の問題ではありません。また、四半期に一度の「四半期交友」では決してありません。また、教会の大祭日――イースターやクリスマス等――に行われるものでもありません。礼拝とは、人生を主のためにささげることです。すべての瞬間、すべての時間、すべての日、すべての週、すべての年――それはみな主のためにあります。これが礼拝です。私たちが、朝、最初に考えるのは主のことであり、夜、最後に考えるのは主のことです。日中の時間、多くのことを考え、手ずから行っていたとしても、神へと贖われた者の背後には、常に神に向かって手を差し伸べている何かがあるのです。


  そのような人たちの生活は、礼拝の祈りです。彼らは、常に言葉を述べているとはかぎりませんし、常にひざまずいているとはかぎりません。また、常に集会の中にいるとはかぎりません。しかし、彼らの背後から、言わば、何かが主に向かって手を伸ばしています――彼らは主を慕っています。エルサレムの栄光の時代、イスラエルの人々は、エルサレムから遠く離れていても、エルサレムを慕いましたが、それと同じことが彼らにも言えます。「ああ、あの場所に行きたい、祭壇がある所、神がおられる所、礼拝の場所に！」。彼らはそこを慕いました。離れているときは、決して満足できませんでした。彼らはこの真の原則を表しました。バビロンにいた時、その心がエルサレムにあったこのレムナントたちは嘲られました――バビロン人たちに嘲られました。「私たちにシオンの歌を一つ歌え」（詩篇一三七・三）。「私たちにエルサレムの民謡を一つ歌え」。「柳の木に（中略）私たちは竪琴をかけた（中略）私たちは異国の地で、どうして主の歌を歌えよう？」。彼らはそこに行くことを願いました。引き寄せられていました。私たちはこれを霊的に理解すべきです。私たちのエルサレムは、この地に焦点づけられたものではありません。むしろ、私たちは絶えず主に向かう気風を帯びていてしかるべきです。「自分の生活の中で、さらにどれだけ主は増し加われるのか？」と問う気風です。


  このネヘミヤ記をこのような光の中で読むなら、それはあなたにとって全く革命的なものとなり、驚くべき光を放つものとなるでしょう。ネヘミヤは、遠く離れたバビロンで、主を大いに切望するところから始めました。彼はエルサレムに来て、状況を把握し、これは主の誉れに反すると嘆きます。泣き、祈り、仕事に取りかかり、他の人々を引き寄せます。どんな代価を払ってもこれ――主への証しを十分かつ完全に興すこと――を完成させるまで休みません。これはすべて礼拝の精神です。これに加わった人々――彼らの働きについてはこれから述べることにします――には働く意志がありました。喜んで働く意欲がありました。しかし、それは礼拝の精神だったことがわかります。彼らは、彼らなりの方法で、パウロがローマ人への手紙の中で、「兄弟たちよ、私は神のあわれみにより、あなたたちにお願いします。あなたたちの体を、聖なる、神に受け入れられる、生きた供え物としてささげなさい。それが、あなたたちの霊的な礼拝です」（ローマ十二・一、アメリカ改定訳）と述べているところを果たしていたのです。彼らは自分の体をこの働きにささげました。その動機は霊的礼拝でした。礼拝は、ですから、ある動機から発するのです。


  主は礼拝に基づいて近づかれる


  さて、これこそまさに聖書の分岐点です。神が人を造り、ご自身との交わりの中に招かれた時、すべては主のためでした。人には、主以外に生き、働く目的がありませんでした。それはとても麗しい状況でした。人と主だけでした。主は夕方の涼しい頃に来て、エデンの園を歩き、ご自身が造った人々を迎え入れられたように思われます。彼らの生活と働きの中には喜びがありました。主はこれを喜ばれました。聖書が絶えず示しているように、主は礼拝の状態にある人々を喜び、近づかれます。つまり、人々の心がご自身に向かっているとき、主は近づかれるのです。そうでないときに主が近づかれることは、裁きの時でないかぎりありません。しかし、主が恵みと恩恵をもって来られる時、それはその心がご自身に向かっている人々がそこにいるからなのです。聖書に示されているように主が園の中に来られたのは、その心がご自身に向かっている人々がそこにいたからであり、ご自身を満足させるものをそこに見いだされたからでした。主イエスが地上におられた時もそうでした。ご自身に対して心を開いている人、ご自身を受け入れる用意のある人、ご自身の願いに答える用意のある人がいる場所にいることを、彼は好まれました。だから、頻繁にベタニヤに行かれたのです。そこには主を求める心の持ち主がいました。そこには礼拝の精神がありました。


  人類に対する悪魔の欺き


  しかしその後、恐ろしい断絶が生じました。神から逸らすために、自分自身に向かわせるために、敵がエデンの園にやって来ました。しかし、どうやってでしょう？――これは認識するのが恐ろしいことです。敵は人自身の個人的利益を示し、人自身の個人的利益を第一とし、人に次のことを示しました。すなわち、人は何かを所有できること――何かを得られることを示したのです。その時までは、主が何を得られるのかが目的でしたが、今や、人が何を得られるのかという状況です。敵は狡猾・巧妙な形で働いていました。それは人を神から引き離して、自分自身に引き寄せるためでした。そして、人を自分と同盟させるためでした。彼は人を欺いて、「自分は利益を得ることになる」と思わせました。しかし、その間ずっと、利益を得ようとしていたのは悪魔だったのです。これが人類が陥った欺きです。人は何かを得るために、楽しい時間、この世などを得るために、神から離れました。そして最終的に、自分は騙されたこと、悪魔がすべてを手に入れたこと――しかも自分を大安売りしてしまったこと――に気づきました。これは悲劇であり、詐欺です。しかし、要点は次のとおりであることがわかります。すなわち、それは、この利己主義、この自己中心性によって、神から遠ざけるためだったのです――そして、これによって礼拝が破られたのです。その時からずっとそうでした。この世は利己的な世であり、自分に引き寄せる世であり、神に地位を与えず、最初から最後まで何も神に得させない世です。そのような状況なのです。


  しかし今、神はご自分の霊的なエルサレムを欲しておられます。主はそれが回復されることを願っておられます。そこでは、人々は自発的に、喜んで――歓喜して――すべてを主にささげます。人々は主を喜びます。私たちの主イエスはこの原則を体現されました。「ああ、わたしの神よ、わたしはあなたのみこころを行うことを喜びます」（詩篇四〇・八）。彼の喜びは主にありました。彼は天のエルサレムの精神の真の体現者です。天のエルサレムでは、すべてのことが、束縛されることなく、心を込めて主に向かって行われるのです。


  二心


  さて、私たちが今回見ているように、廃墟となって崩れているこの城壁を見てください。そうするなら、あなたは今一度こう言うでしょう、「この状況はどうしてでしょう？この悲劇的光景はどうしてでしょう？それを見た人がみな、頭を振ったり、ため息をついたりするのは、どうしたことでしょう？かつてはとても輝かしかったものがこんなことになるとは、何が起きたのでしょう？これはどうしてでしょう？」。その答えは次のようなものです、「彼らは主を礼拝することから離れ去ったからです。主に尽くすことがまさにエルサレムの存在目的だったのに、それが損なわれてしまったのです。他の礼拝対象に心と生活を奪われてしまったのです」。そうです、主はお怒りになりました。そのため、神の目に、エルサレムが存続すべき理由はなくなりました。神はエルサレムを存続させる理由を見いだせませんでした。それで、それを滅びに渡されたのです。これはそのはずではありませんでした。


  これが、多くの弱さの理由ではないでしょうか――そうです、私たちの生活や教会全般、主の名を帯びているものの中にある弱さの理由ではないでしょうか。敗北し、挫折しています。主の臨在のしるしに欠けており、主が喜んでおられるしるしにも欠けています。二心なのではないでしょうか？差し控えているものが生活の中にあるのではないでしょうか？結局のところ、心の奥底で自己の原理が働いているのではないでしょうか？そうではないでしょうか？私は裁いているのではありませんが、私たちの心の欺瞞性をよく知っています。心は確かに「すべてのものにまさって偽るもの」（エレミヤ十七・九）です。往々にして、自分がしていることは主のためであると思っている時でも、自分自身それを大いに喜んでいるのです。そして、主への奉仕で、個人的な喜びの要素が差し控えられたり、隠されたりすると、私たちはとても嫌な思いをします――結局のところ、それはどういうわけか自分のためだったのです。確かに、そのような有様です。内省的になりすぎてもいけませんが、私が言わんとしていることはおわかりでしょう。主は心をご覧になります。そして、心が全くご自身に向かっているのを彼が実際にご覧になる時、混ざり物や、他の神や、他の関心がないのをご覧になる時、主はその人に、そのエルサレムに、ご自身をお委ねになるのです。ご自身にささげ尽くしている所に、主はご自身をお委ねになります。これが礼拝です。


  さて、サタンが神から遠ざけたり逸らしたりするための立場は、様々な形を取るこの惨めな自己の命であることがわかります。それに対して、神の立場――そこに神は宿営して、ご自身をお委ねになります――は、ご自身という立場です。神がご自身をお委ねになるのは、ご自身にであって、他のだれでもありません。主がここにおられるなら、主が全く、完全に、徹底的に、ご自身の地位を占めておられるなら、すべて主にささげきっているなら、主はそのような立場にご自身をお委ねになります。私たちの立場ではなく、決してサタンの立場でもありません。ご自身にお委ねになるのです。もし主に味方するなら、主はご自身の味方をされます。それは全く安全であり、それ以外のものは全く安全ではないことに、私たちは皆同意するでしょう。主が唯一安全な立場であり、この立場に基づいて彼は自ら働き、臨在することができるのです。


  主を求める気質


  さて、この動機についてもう一言述べて、終わることにします。使徒は、ローマ人への手紙十二・一～二の礼拝に関する偉大な言葉の中で、続けてこう述べています――この御言葉を読むのを途中でやめてはいけません――「……これがあなたたちの礼拝です。そして、この時代にしたがって、かたどられてはなりません。むしろ、思いを新しくすることによって造り変えられなさい」――心を「新しくする」ことについて述べられています。「心の持ち方」が礼拝の原理であり動機です。私たちは何を思っているでしょう？全く主を思っているでしょうか、私たちの「思い」は全く主に向かっているでしょうか？「思いを新しくすることによって造り変えられなさい」――あなたの思い、傾向、気質は、いわゆる堕落においてアダムによって生じたものとは全く異なる、新しい気質へと至るのです。


  神に感謝します、これは真実です。おそらく、これは自分が理解・認識している以上に真実であることもたびたびあります。私が思うに、私たちは往々にして、自分自身に関して真実ではないことで悩み、困惑します。自分自身に関して真実ではないことを思います。もちろん、自分が罪になびきやすいことはわかっています。自分の肉の中にある悪はわかっています。自分がいかに邪悪であり、いかに価値がないかといったことは、みなわかっています。しかし、その後、私たちは度を越してしまいます。私はあなたにお尋ねします。たとえ全く無価値で、全く罪深く、自分の肉の中にあらゆる邪悪さがあったとしても、結局のところ、私たちには主を求める心があるのではないでしょうか？自分は大失敗した、間違っている、と私たちは感じます――そうなのですが、私たちには主を求める心があります。それはどこから来たのでしょう？昔は、私たちに主を求める心はありませんでした。そのような気質、傾向はありませんでした。しかし、何かが私たちの奥底で起きました。私たちのあらゆる弱さ、強情さ、欠点、愚かさ、罪よりも強力な何かが起きました。私たちが間違いを犯すたびに、ある反応が生じて、私たちを嘆き・悲しみ・失望のうちに、切望のうちに、主のもとに送り返します。そして、主を見いだすまで、私たちは再び幸いにはなれません。


  この気質は何に由来するのでしょう？それは彼の御業です。これが礼拝の基本です。これに基づいて、彼はすべてを獲得されます。ですから、あまり落胆しないようにしましょう。私が、「自分の罪深さや愚かさを大目に見て、それらに所を得させよ」と述べているとは、あなたは決して思わないでしょう。しかし、次のことは輝かしい事実です。すなわち、これがみな真実であって、サタンは私たちに関して悪いことをたくさん告げることができたとしても、私たちは以下のような詩歌の言葉で返答することができるのです：


  
    私はそれをみな自覚しています、もっと多く自覚しています。


    しかし、エホバは何一つご覧になりません。
  


  私たちはあらゆる訴えに立ち向かって言うことができます、「それでも神は私の内に何かをしてくださり、私の心をご自身に向けさせてくださいました。私のあらゆる失敗にもかかわらず、私の心は彼に向かっています。私のあらゆる挫折にもかかわらず、私は主のためにあります」と。こうして私たちは進み続けます。この精神により、この礼拝の法則により、ひたすら燃やされます。そして最終的に、彼ご自身、ただ彼ご自身の他、御前に何も残っていないことに、私たちは気づきます。


  これは単純な言葉ですが、これが、結局のところ、エルサレムに関してここに示されていることの根底にあるものです。城壁の再建というこの問題の詳細について述べるべきこと、あるいは述べうることは、すべて礼拝という土壌に根ざしています。このエルサレムは地上で賛美となるべきものであり、神の栄光を告げるべきものです。それはすべて彼の栄光と誉れを証しすべきものです。そのためにエルサレムは存在するのであり、そのために霊的な天のエルサレムに属する者である私たちは存在するのです――その目的とは、すべてを主に連れ戻すこと、彼の御心を満足させること、彼が満足される証しを建て上げることです。


  



  第四章 復活の原則


  「……塩は制限なく与えよ」（エズラ七・二二）。


  「あなたたちは地の塩である。しかし、もし塩が味を失えば、何によって塩味をつけるのであろうか？もはや何の役にも立たず、ただ投げ捨てられ、人に踏みつけられるだけである」（マタイ五・十三）。


  「塩は良いものである。しかし、もし塩が塩味を失ったなら、何によって塩味を取り戻すのだろうか？自分自身の内に塩を持ちなさい」（マルコ九・五〇）。


  



  ネヘミヤ記に戻ることにします。そして、ネヘミヤの霊感による指導の下におけるエルサレムの城壁の再建に関して、この働きが示しているもう一つの包括的な要因を見てみたいと思います。私たちは主の証しの回復について話しています――行うよう神が彼の心の中に置かれた「大きな働き」とネヘミヤが述べたものについて話しています――そして、この回復の積極面について考えるとき、他の働きをすべて含む、一つの偉大な回復の原則がわかります。それは復活の原則です。あまり深く考えずともわかることですが、エルサレムの破壊された城壁の再建は復活の証しと一致します。また、これがいかにイスラエルの歴史と「一致」しているのかがわかります。というのは、私たちは次のことを理解しているからです――そう言えると私は信じています――すなわち、この城壁はこの民の霊的歴史を象徴するものなのです。この城壁はこの民の状態を表すものにほかなりません――霊的に崩れていて、多くの隙間があり、完全・完璧なものは何もなく、十分に満足できるものも何もなく、それゆえ、神に栄光を帰すものは何もありません。


  前に指摘しましたが、ネヘミヤはマラキと同時代の人でした。そして、マラキの預言は当時の神の民の霊的状態について、とても恐ろしくはあるもののとても明確な記述を与えています。ですから、民の状況を示すこの城壁は、復活の必要性をとても明確に示しているのです。イスラエルの歴史では、繰り返しその必要性が訴えられてきました。しかし、まさにこれに関連してあなたは次のことを思い出すでしょう。すなわち、捕囚の先を見据えて、大預言書の著者たちは、彼らの帰還を復活として述べていたのです。たとえば、エゼキエルは、捕囚を十分に視野に入れつつ、主に命じられたように、この民に向かって叫びました、「見よ、わたしはあなたたちの墓を開き、あなたたちを墓から引き上げる」（エゼキエル三七・十二）。そしてこの偉大な絵画的たとえ――枯れた骨の谷――は、捕囚後・放浪後のイスラエルに関する復活の問題をまぎれもなく示しています。ですから、バビロンからエルサレムへのレムナントの帰還と、城壁の建設・再建は、復活に関する預言の成就なのです。とはいえ、その成就は現世的・地的なものであり、とても不完全なものです。さらに大々的な成就はまだ先のことです。


  しかし、ここで重要なのは――それは復活の問題である、ということです。捕囚は第一に裁きです、罪に対する裁きです。それゆえ、死がそれに続いたことが示されています。なぜなら、死は裁きに続くものであり、イスラエルは死の中に、墓の中に陥ったことが示されているからです。彼らの流浪は霊的墓の性質を帯びたものでした。死とは何か、と問われるなら、それは神から遠ざけられることであり、神から分離されることです。彼らの場合もそうでした。彼らは、神が彼らと会うために定められた場所を離れました。主から離れました。裁きによって主から遠ざけられることがまず意味するのは、それは間違いなく死であるということです。


  地のエルサレムの復活


  さて、神がご自身の証しの一部または大半を回復するために再び動かれる時は常に、そのような動きは必ず、復活に固有のもの、つまり命の新しさという印を帯びていました――あるいは、別の言い方をすると、死に対する勝利という印を帯びていました。これは常にそうでしたし、今も常にそうです。より豊かなご自身の証しに関する神の動きは、常に復活の性格、新しい命の性質を帯びています。


  エルサレムの歴史的記録を見ると、この都は何度も包囲され、蹂躙され、破壊されてきたことがわかります。エルサレムが地上の都として存続していること自体、奇跡としか言いようがありません。この世に関するかぎり、エルサレムよりも遥かに偉大で栄光に満ちた大きな都が他にもいくつかあります。たとえば、バビロン、カルデアのウルです。それに、ローマ等もあります。それらは偉大で強大な都でした。人の観点から見ると、エルサレムよりも偉大で強大でした。しかし、それらの過去の栄光に関するかぎり、それらは一度かぎり永遠に滅びてしまいました。バビロン――バビロンはどこにあるでしょう？ウル――ウルはどこにあるでしょう？一、二年前、私はカルデアのウルの上空を飛びました――何が見えたでしょう？何世紀も前の発掘物しか見当たりません。ローマ――今のローマは過去数世紀の偉大で栄光に満ちた帝都とは比べ物になりません。過去の栄光を物語る記念碑や廃墟で満ちた影にすぎません。これらの都は倒れて、かつてのように復活することはもはやありません。


  しかし、エルサレムは――復活してきました。包囲され破壊された後、何度も復活してきました。これは、神――復活の神――はエルサレムに関心を寄せておられることを、きわめて明確に示しています。彼は、この世においても、俗世のエルサレム――人の観点からすると哀れなもの――を維持しておられます。エルサレムに住むことを実際に選ぶ人はだれでも、次のような印象を抱いていると思います――すなわち、神は、何度も死からよみがえらされたエルサレムを、より偉大な真理を示すたとえとして保っておられる、という印象です。


  死に対する天のエルサレムの全き勝利


  地のものから天のものに移る時、旧経綸――パウロがこの地上に「今ある」と述べている、あのエルサレムの経綸――を離れて、使徒が天にある「上なるエルサレム」（ガラテヤ四・二五、二六）と述べている別のエルサレムに、あるいはヘブル十二・二二によると私たちが今いるあのエルサレムに、あるいは最後に全き栄光の中で現れるエルサレム（黙示録二一・十）に移る時、私たちは何に移るのでしょう？死に対する全き勝利に移ります。なぜなら、その最後の天のエルサレムの中に、命の木と命の水の川があるからです。すべてが、死は完全かつ最終的に征服されたことを物語ります。ですから、回復された城壁は、歴史の中で立証され、霊の領域で栄光のうちに全く実現された、この偉大な真理のたとえ・絵図にほかなりません。これはある原則の記念碑です。その原則とは、神が何かとまたはだれかとかかわられる時、真にかかわられる時、あるいはそれらが神とかかわる時、その印は復活――命の新しさ――であるというものです。それは命になります。命による証しは、回復されたものとしてこの地上で表される証しであり、ネヘミヤの時代を霊的に特徴づけていた多くの特徴を帯びている私たちの時代にまでその光を投じます。神は再び動かれます――神は再び動いておられる、と言ってもいいのではないでしょうか？――それは新たな形で、ある人々の中に、彼ご自身の命の不滅性に対するこの偉大な証しを起こすためです。「彼の命は、時として死に下り、飲み尽くされ、圧倒されるように思われたとしても、再び復活する」と告げるものを起こすためです。この命が完全かつ最終的に滅ぼされることはありえません。命による証しです。それは神の御業に対する証しです。これが要点です。


  復活は神の専権事項である


  これまでたびたび述べてきましたが、復活は神の専権事項です。私たちは、蘇生術の人工呼吸については多くのことができますが、復活については何もできません。ひとたび死が訪れるなら、人の力も希望もすべて終わり、あとは神が行動されるか、あるいは無かです。神は復活の神です――それは彼だけの特権です。ですから、真に神の御業であるものはみな、不滅で不朽の命以外には説明のつかないこの印を帯びています。人からのものを超えた何かがそこにあるのです。


  時々、人が神の事柄の中に入り込みます――この書を読み進んでいくとこれを目にします――神の証しに関連して、人が神のエルサレムにおける神の地位を奪うのです。そして、死が始まり、滅びがその過程を締めくくります。神はそれを死に渡されます。次のことを理解するのは厳粛なことです。すなわち、人が神の道を捕らえて割り込んだせいで、神は後ろに立って死に引き渡さざるをえなくなるのです。しかし、人がそうする時、裁きの火が働きます。このように神に介入した結果は自ずと生じます。その後、火の清めの働きが完了する時、神は戻って来て死からよみがえらせます。多くのものは次のような経緯を辿ってきました。神が開始されるのですが、一連の出来事の過程により後ろに立たざるをえなくなり、その後再び入ってこられる、という経緯です。


  そして、個々のクリスチャン生活でもこうしたことが時々あります。神は、これ以上進めないことに気づかれます。神は可能なかぎり進まれました。今、彼は妨げられています。神に明け渡すことを拒む意志がそこにあります。神に明け渡そうとしない何かがそこにあります。彼は後ろに立たれます。たとえ長い、長い年月がかかっても――荒野におけるイスラエルの四十年、捕囚の七十年を見てください、不毛で空虚な荒廃した長い年月がかかっても――主は諦めません。回復し、復興しようされます。再び入ろうとされます。そこに証しを持とうとされます。しかし、ああ、なんと厳粛な警告でしょう、主に抵抗することによって、命を失ってはならない、歳月を失ってはならない、取得可能な成果を失ってはならない、彼に対する有用性に関するかぎり不毛な死を経験してはならない、という警告は。神が行われたことは証しします、神が復活させるのは人が神のために行ったことではなく、神ご自身が行われたことである、と。そして、それ以上に――それは命による証しであるだけでなく、命の証しでもある、と。それは、神が行われたことであるだけでなく、神が行われたことを通して神が将来行われることでもある、と。神は器を起こして、それを生き返らされました。彼は復活した器を持っておられます――今、それを通して彼が何を行われるのかを見てください。


  命の証し――それは確かに、「天から出て神から下って来る」究極的なエルサレムの輝かしい勝利です。エルサレムという名には、なんと波乱に満ちた歴史があることでしょう！しかし、今や、ついにその名に関して勝利がもたらされます。それが表示・象徴するのは、もはや敗北・失敗・悲劇ではありません。それは今や、神の勝利の象徴です。ここでついに死が勝利のうちに飲み尽くされます。そして何が起きるのでしょう？このエルサレムから命の水の川が流れ出るのです。諸国民はその恩恵にあずかります。その木は、その川によって潤されて、実を結び、その木の葉は諸国民の健康のためにあります。これが命の証しです。


  すべては命で充満される


  さて、一般的に命と称されているものと、神が意味されるところの命との間には、かなりの違いがあります。これが塩に関する節を読んだ理由です。私たちが話している命の中には、ある要素があります。用いる言葉を「命」から「生命力」に変えたとしても、それは表現を変えたにすぎません。それは表現の異なる同じ言葉ですが、ここでは有用です。この命の中には生命力に満ちた要素があります。そこには何か本当に刺激的なものがあります。私たちは時々、「刺激」的なものについて話します。そこには何かがあります。それに触れるなら、自分が何か神秘的なもの、何か生き生きとしたものに触れていることがわかる、積極的な要素があります。それが状況に触れるなら、それは効果を発揮します。何かが状況に触れたことが感知されます。それは塩によって表されているこの要素です。


  さて、聖書の中で、塩はとても興味深いものです。私たちがエズラ記から引用したことにお気づきでしょうか。もちろん、エズラはネヘミヤに先立ちます。エズラとネヘミヤは、同じ目的のために共に働いています。彼らは全体の中の一部です。エズラが主に行ったのは、宮の再建後の美化や、ある種の改革や、神の御言葉の回復でした。しかし、神は主権的に行動されました。エズラ記の冒頭には、「エレミヤの口による主の言葉を成就するために、主はペルシャの王クロスの霊を奮い立たせたので、王は彼の王国全体に布告を発した」とあります。王は、自発的に――法律や強制によってではなく、心から喜んで――エルサレムに戻ることを選んだ人々に、自由とあらゆる備えと便宜を与えました――王のこの素晴らしい備えの中に、次のような一文、次のような奇妙な一文が付け加えられていました。「彼らに銀、金、その他のもの、あれやこれやを豊かに与えよ」。そして、こうあります。「また塩は制限なく与えよ」。無制限の塩！


  それは何のためだったのでしょう？塩は命の同義語であることがわかります。ユダヤ人やヘブル人の経済圏の外でも、塩は命の象徴としてほぼ共通して認識されていました。ある所では、人々は血によって契約を結びました。互いに血を流し、それを混ぜ合わせることによってです。それは二つの民、あるいは二つの共同体の間の血の契約でした。別の所では、人々は塩を取ってそれを混ぜ合わせて、塩で契約を結びました。しかし、この両者は同じことを意味しました。血と塩は命を意味したのです。塩抜きでは、どんないけにえも神に受け入れられませんでした。これが意味したのは、当時の人々の考えでは、神は死んだいけにえを決して受け入れようとはされないということでした。神にささげられるいけにえはすべて生きたものでなければなりませんでした。たしかに、動物はほふられ、どこから見ても死んでいましたが、塩はそれに立ち向かい、それが死んでいることを否み、それにあの何かを、あの生命力に満ちたものを、それを生きたいけにえとするものを与えたのです。主イエスは、「あなたたちは地の塩です」（マタイ五・十三）と言われました。パウロは、「あなたたちの体を生きたいけにえとしてささげなさい」（ローマ十二・一）と言いました。「塩で塩漬けられる」は主イエスの句です（マルコ九・四九）。


  「塩は制限なく与えよ」。これはネヘミヤの回復の証しの中にもありました。つまり、より豊かな命です。豊かな命です。これが、この生命力に満ちた要素が、主が求めておられる証しです。「あなたたちは地の塩です」。別の言い方をすると、あなたたちはこの死んだ世界でまさに命である、ということです。この地上にあるものはみな死んでいます――神に関するかぎりすべてが死んでいます――クリスチャンだけがこれを知っています。確かに、これを知っています。もし私たちが真に主のものなら、この世がどれほど死んでいるのか、周りはみな死であることを知っています――主は言われます、「そうした状況全体のただ中で、あなたたちは命です。この死に包まれた世の命です。あなたたちは世の命であり、地の塩なのです」。「塩で塩漬けられなさい」。「あなたたちの中に塩を持ちなさい」。「生きなさい」。表現を変えると、「生命力に満ちていなさい」ということです。


  このような証しが回復されなければなりません――何かが、鉱物の中にはない神秘的な何かが、回復されなければなりません。というのは、本物と同じ見かけや外観をしていても、生命力に満ちた性質を失っている鉱物もありうるからです。「もし塩がその塩気を失うなら……」。いくら真似しても、口で何と言おうと、外観がどうであれ、何かがなくなりました。このなくなった何かは、内側にあるべき証しがそこにはない、と告げます。この何かを回復することを主は求めておられます。外側の枠組みではなく、見せかけの物でもありません――黙示録の中で、このような非難が教会の門前でなされています、「生きているというのは名だけで、実は死んでいる」（黙示録三・一）――この何か、この神秘的な何かがなかったのです。その何かは、主の民に関するものであり、神ご自身から発して、彼らの間における神の臨在を物語るものなのです。


  旧約聖書における絵図


  この絵図が旧約聖書の中にあります。エリシャとエリコの人々の例があります。ある日のこと、エリコの人々がエリシャの所に来て言いました、「この町の状況は良好です――見通しは良好です――しかし、水が悪く、この地は不毛なのです」（二列王二・十九）――これは死の印です。もちろん、その原因をあなたはご存じでしょう。エリコが滅ぼされた時、その上に呪いが宣告されたことは、覚えておられるでしょう。ヨシュアは言いました、「立ち上がってこの町エリコを建設する者は、主の御前に呪われよ。その基礎を据える者は長子を失い、その門を建てる者は末子を失うように」（ヨシュア六・二六）。呪いの印である死が、その上に宣告されました。それから何年も経った今、その町の人々が来て、「この町の見通しは良好なのですが、その水には死が宿っています」と言います。成熟に至るものは何もありません。「すべては空しく、悩ましいです」。失望しかありません。エリシャは言いました、「新しい壺を私の所に持って来て、塩をその中に入れなさい」。彼らは新しい壺を彼の所に持って来て、塩をその中に入れました。そして、彼が壺を空にして塩を水の中に注ぎ込むと、水は癒されました。死は塩によって滅ぼされましたが、塩は新しい器の中になければなりませんでした。これは復活――新創造における命の新しさ――です。


  これに長い時間を費やすこともできますが、要点はおわかりでしょう。かりにエリシャが命の預言者だとすると――間違いなく彼はそうです、というのは、彼とその働きにまつわるものはみな、死を征服する命を物語っているからです――ここにその証しがあります。塩は死の力と、不毛さ・無益さ・失望の力とを滅ぼす命の象徴です。これは素晴らしい命です。「あなたたちは地の命です」。


  他にも絵図がありますが、ここでは省略します。前の学びで述べましたが、エズラ記は神の主権を示しており、他方、ネヘミヤ記はその主権との人の協力を示しています。エズラ記に戻って、もしこの書が神の主権的活動を示すものであり、神は天から自ら行動しておられるとするなら、神は何をしておられるのでしょう？もし神がペルシャ王クロスの霊を奮い立たせ、クロスがこの布告を発し、その布告がクロスにおける神の霊の働きの結果だったとするなら、クロスが「また塩は制限なく与えよ」と述べた時、彼は神の主権に誘発されてそう述べたことになります。間違いなく、クロスは神の主権の道具でした。イザヤが彼のことをどう述べているのかはご存じでしょう。「主は彼の油塗られた者、クロスにこう言われる（中略）あなたはわたしを知らないが、わたしはあなたを守る」（イザヤ四五・一、五）。神の主権の道具でした。そして今、この人は、神の主権の手の中で、「また塩は制限なく与えよ」と述べます。もし塩、生命力がなければ、他のものはみなほとんど意味をなさないでしょう。この要素が、言わば、全体に充満しなければならないのです。


  神は、物事の枠組以上のこの何かを求めておられます。それは名状しがたいものです。時々、あなたは蓄音機のレコードに記録された詩歌――見事な美しい詩歌――を耳にすることがあるでしょう。これらの詩歌は、二つの異なる種類の人々によって歌われるかもしれません。ある詩歌は、とても有能でとても芸術的な合唱団によって、完璧な技術と見事な芸術性、そして素晴らしい声とハーモニーで歌われるかもしれません。他方、他の詩歌は、専門技術や芸術性や標準的声質がさほどない人々によって歌われるかもしれません――しかし、救われている人々と救われていない人々の違いは常にわかります。一方は回心していない人々からなる教会合唱団であることがわかります。つまり、こういうことです――おそらく厳しい判断かもしれませんが――何かが欠けているのです。素晴らしく、見事なのですが、何かがそこにないのです。他方、この人々は救われている人々であり、主を愛し、主と関係をもっているので歌っていることがわかります。


  さて、もちろん、この違いを見分けるにはクリスチャンである必要があります。しかし、違いがあるのです。あなたにはそれがわかりますし、あなた自身も聞いたことがあるでしょう。それはまさに塩です――この名状しがたい何かによって、主との生き生きとした関係の中にある人々と、この関係を持たずに同じことをしている人々との間に、あらゆる違いが生じます。彼らには塩のような見せ掛け・外観・形体がありますが――そうなのですが、何かがそこにありません。その塩には塩気がありません。私たちが欲しているのは、たんなる方法、精密な正しい教理、適切なキリスト教的実行・形式・典礼等々ではありません。必要なのは、これらのものがあってもなくても、この生き生きとした何かなのです。この何かによって人々は理解します、「彼らは芸術家ではないかもしれませんし、とてつもなく有能な人々でもないかもしれません。また、素晴らしい能力を示す印をすべて帯びているわけでもないかもしれません。しかし、あなたは主に出会います。あなたの心に応える名状しがたい何かを感じます。それこそ肝心なものなのです」。この証しを回復することが、あらゆる言葉、言い回し、形式、方法よりも重要です。新約聖書的な方法、新約聖書的な教会、キリスト教的な教理や実行があったとしても、依然として、印象的なこの何かに欠けている大きなおそれがあります。そして、それこそ回復されるべき証しなのです。


  ですから、この問題は命の問題であることがわかります。さて、これを得るために、神はしばしばとても厳しい措置を取らなければなりません。彼はそれ以下のものでは決して満足されません。他のものがどれほどあったとしても、それ以下のものでは満足されません。ですから、彼はそれを火の中に通す覚悟をしておられます。一時の間、それを手放されたかのように思われるほどです。ただしそれは、失われたものを回復する可能性がある場合の話です。彼は復活の神です。もしかすると、主は私たちの中の何人かをこの線に沿って取り扱っておられるのかもしれません。かつては今よりも多くの塩がありました。私たちの証しには今よりも刺激がありました。主は私たちを導いて困難な道を通らせておられるのかもしれません。あるいは、もしかすると、主が望んでおられる刺激が全くなくて、主はご自分が復活の神であることを私たちに教えようとしておられるのかもしれません――私たちは無力で、役に立たず、価値がないことを教えようとしておられるのかもしれません。その結果、ついに、神は自ら行動され、私たちは彼だけが与えられるこの何かを求めて叫ぶようになります。それが何であれ、これが主が求めておられるものです。そして、彼はこれを目指して、常に私たちをあの手この手で取り扱われます。彼の取り扱いの目的は、死の力に対するご自身の絶対的勝利に対する証しを最終的に得ることです――これは主にしかなしえません。もしあなたが今日、主しかなしえないことにあずかっているのなら、どうか私を信じてください、あなたはまさに希望に満ちた立場にあるのです。スポルジョン氏はかつてこう言いました。「ある事を成し遂げるのに奇跡が必要だと感じる時はいつも、あなたは神にそれを求める正しい立場にあるのです！」。


  



  第五章 城壁は何を物語っているのか


  聖書朗読：ネヘミヤ五・二～六、ルカ四・十四～二一、二列王四・一～四。


  



  この一連のメッセージでは、旧経綸における主の偉大な僕であるネヘミヤが、主の証しの全き回復について、私たちに説明し、導いてくれています。ネヘミヤは、自分は「大きな働きをしている」のであり、神がそれを自分の心の中に置かれたのである、と述べました。私たちが関心を寄せているのは、この大きな働きです。それは、ネヘミヤがエルサレムの城壁を再建することで歴史的に成就したことに霊的に対応するものであり、神が今日行おうとしておられることです。私たちは今、エルサレムの城壁が崩れた状態にあったことの背後にあったものをいくつか見ることにします。すでに見ましたが、この城壁の状態は当時の主の民の霊的状態の絵図・表示でした。城壁がそのような状態になった理由は、人々自身の生活にありました。この城壁を通して見ると、なぜそうだったのかがわかります。また、そうすることで、難なく、当時から今日に移って、その状況がどのようなものなのか、そして、何をなすべきかがわかるようになります。


  破産・束縛・死の状況


  ネヘミヤ記五章は、その状態、その特定の状態の最初の点を、私たちに示しています。この点はこの壊れた城壁を特徴づけているものでした。つまり、その城壁が反映していた当時の神の民のありのままの状態を特徴づけているものでした。彼らは束縛されており、破産していました。その城壁を見ることができたなら、「これは、まさに今の主の民の破産状態をかなりよく表している」とあなたは言ったでしょう。その状況は主の御心・御旨に全く反していました。主がご自身の民に望んでおられた自由や豊かさに反していました。「私たちは自分の息子や娘を奴隷として拘束しています」（ネヘミヤ五・五）。そして、主イエスが来て、預言の言葉を用いて言われました。「主の霊がわたしの上にある（中略）捕らわれ人たちに解放を告げ知らせ（中略）傷ついた者たちを解放するためである」（イザヤ六一・一、ルカ四・十八）。これこそまさに、ご自身の民に対する主の御心です。束縛は常に律法と専制を物語り、それゆえ恐れを物語ります。束縛、律法、専制、その結果である恐れ、恐れの生活――これらは常に同行します。


  再建された城壁は恐れから守るものである


  あなたは、列王記第二の四章に記録されている、預言者エリシャの人生における別の出来事を思い出すでしょう。その物語はご存じでしょうが、ごくわずかな文章にまとめるとこうなります。死が訪れました。債権者が来て、返済不能な金額を要求しました。律法が扉の前で、束縛すると威嚇しており、恐怖に憑りつかれています。この状況にエリシャが立ち向かいます。この人は、ご存じのように、命の霊の法則を表し、体現しています。彼は常に死の状況とその結果を対処します。そこでエリシャが舞台に登場して、命を供給することにより、「命の霊の法則」を行使することにより、義務をすべて果たすことを可能にし、債権者を満足させ、恐れを滅ぼし、子らを解放します。


  これは、新約聖書の多くの真理に関する麗しい絵図です。実際、ガラテヤ人への手紙は、このささやかな出来事の解き明かしです。この手紙は、ご存じのように、束縛下にある子たる身分について取り扱っており、解放の道は命の御霊、御霊による自由によることを示しています。


  これが、この使信を適用するための土台となります。主イエスは言われました、「主の霊がわたしの上におられる（中略）傷ついた者たちを解放するためである」。これは律法を克服する御霊であり、罪と死の法則を克服する命の御霊です。使徒はこう述べています、「あなたたちは、再び恐れを抱かせる奴隷の霊を受けたのではなく、子たる身分の霊を受けたのであり、この霊により、私たちは『アバ、父よ！』と叫ぶのです」（ローマ八・十五）。ガラテヤ人たちに使徒は言いました、「自由を得させるために、キリストは私たちを解放してくださいました。だからしっかりと立ちなさい。二度と奴隷のくびきにつながれてはなりません」（ガラテヤ五・一）。再び使徒はこの同じ人々に向かって言います、「私たちは律法の下で束縛の中にありましたが、キリストは私たちの律法への束縛を征服してくださったのです」（四・三～五）。また、ヘブル人への手紙には、おなじみの御言葉があります、「……また死の恐怖のゆえに一生涯、奴隷とされていた者たちを解放するためです」（ヘブル二・十五）。


  「死の恐怖のゆえに」とは何を意味するのでしょう？ヘブル人への手紙の文脈を見ると、それは律法を破った結果に対する恐怖であることは全く明らかです。この手紙は律法と全く対照的です。このユダヤ人たちは、律法を破った罰が何か、よく知っていました。旧約聖書の事例を読むと、律法を破った人々にとってそれが何を意味したのかがわかります。ある例では、彼らは外に連れ出されて石打ちにされました。それは死を意味しました。このように、律法は剣のように彼らの上に吊り下がっていました。彼らは、律法を破って死を招くのではないか、というこの恐怖と不安の中で生活しました。「一生涯」、この律法のせいで、彼らは「死の恐怖のゆえに」「奴隷とされて」いました。しかし、別の人の言葉を聞いてみましょう。「愛には恐れがありません。完全な愛は恐れを追い出すからです」。


  では、この城壁は何でしょう？それが壊れている状態は、死をもたらす何かが起きたことを意味します。その何かとは、満たせなかった律法の支配です。この債権者を宥めることも、満足させることもできませんでした。律法は債権者でした。律法を破るなら、束縛の中に、隷属の中に陥ります。律法という恐ろしい重荷を背負うことは死です、全く死です、生きながら経験する死です。ですから、城壁の再建は、何らかの形で証しが回復されたことをまさに意味します。その証しとは、主の民は自由な民であるという証しであり、債権者は支払いを受け返済されて満足しているという証しです。これは、死は滅ぼされ、束縛は破られたことを意味します。彼らはただ出て行っただけではありません。自由であるだけではありません。貧しくなくなったのです。主の豊かな自由民として、天の富で裕福にされたのです。


  今日、神の民の間でこのようなものが回復される必要があることに、あなたは同意されないでしょうか？旧約聖書の律法であれ、新約聖書の律法であれ、かなり多くの人々が御霊の中にある命の自由を享受していません。偉大な教理を有する新約聖書ですら、結晶化されて、律法の体系にされてきました。そして、人々はそれによって打ちのめされています。根本主義はそのようなものです。根本主義なるものは、命なきたんなる律法の体系になるおそれがあります。その諸々の真理は正しいのですが、それだけでは、使徒が文字と霊を区別した時に述べた部類に属します（ローマ七・六）。


  事実上、彼は言いました、「完全に正しく、完全に正確で、完全に真実な文字を持つことは可能ですが、正確な真理といえども、あなたを束縛の中に陥らせ、あなたの自由・喜び・富を奪うものになるおそれがあるのです」。言い換えると、教理的に完全に正統的で正しいという事実は、あなたが主のこの豊かさ・この裕福さを享受している主の自由民の一人である証拠ではないのです。あなたは正統性という重荷を首にかけて生活しており、「自分は原則や真理を何か破っていないだろうか」と案じて、自分のクリスチャン生活に全く満足していないかもしれません。絶対的に正統的・正確な教えや真理の中で、とても惨めな人になるおそれがあります。それでは駄目です。教理は正しくなければなりませんし、私たちは真理の中になければなりませんが、他方、あなたと私は神の解放された民であることを意味する、あの特別な要素があります。私たちは御霊の自由と御霊の命を享受しているのです。


  ですから、この城壁は恐怖に対する防波堤を表し、物語るものです。どんな都の城壁もこれを意味します。もしその名にふさわしいものなら、これこそがその目的です。よく聞いてください、当時、人々は城壁をとてもしっかりととても頑丈に築いたものでした。トビヤが何と言おうと、「一匹の狐が上っても、崩してしまうだろう」（ネヘミヤ四・三）というような、一時しのぎの間に合わせではありませんでした。造られた狐をすべてこの城壁に上らせても、それを崩せません。城壁には恐怖に対する防波堤としての意味もあります。この城壁の中に入るなら、安全であり、恐怖から解放されます――捕らわれているという感覚から解放されます。これが城壁の意味です。


  今、主はそのような類の証しを望んでおられます――自分たちは絶対的に確実で安全な所にいることを主の民は知っている、という証しです。彼らは全く恐れる必要はありません。恐怖はすべて滅ぼされます。彼らは恐怖の束縛の中にはありません。見事に解放されています。再びガラテヤ書の言葉を用いると、彼らは子らです。奴隷ではありません。今や、御父のもとに来ています。彼らはたんなる生徒ではありません――というのは、使徒は、ご存じのように、律法は私たちの養育係だった（ガラテヤ三・二四）と述べているからです。しかし、私たちはもはやこの養育係の下にはありません。子らであって、生徒ではありません。子らであって、囚人ではありません。子として、私たちは自由です。


  この城壁は、ですから、安全、安心、恐怖の束縛からの解放を物語ります――ああ、主がそのような民を獲得されますように！


  さて、あなたの証しはどうでしょう？主の証しは真にそのようなものです。あなたの証しはどうでしょう？あなたは束縛――新約聖書の束縛――恐怖に対する束縛の中に生きているでしょうか？あなたは毎日、この「大きな突き棒」の脅かしの下で、自分自身の良心という突き棒の下で、「間違いを犯すのではないだろうか」という恐怖を抱いて生きているのでしょうか？この恐るべき専制のせいで、惨めな顔をして恐れているのでしょうか？そんなことは私たちに対する主のみこころではありません。主はご自分の民が恐怖から完全に解放されることを望んでおられます。なぜなら、「あなたたちは、再び恐れを抱かせる奴隷の霊を受けたのではなく、子たる身分の霊を受けたのであり、この霊により、私たちは『アバ、父よ！』と叫ぶのです」（ローマ八・十五）。


  負債は完済された


  この城壁は、次に、負債は完済されたこと、また恵みが豊かに与えられたことを物語ります。これは単純な基本的福音ですが、素晴らしいです。負債は完済されて、債権者は満足しました。主イエスが私たちのために十字架でこれをなしてくださいました。律法に対する負債をすべて支払い、律法を満たし、債権者を追い払ってくださいました。私たちを債権者――律法――から解放してくださいました。すべての負債から解放してくださいました。ああ、霊的負債からすっかり解放されたことを知るのは素晴らしいことです。神の律法に直面してそれに応じなければならないことを知るのは恐ろしいことです――もしだれかが自分の負債を支払ってくれなければ、時と永遠の中で何とかしてその要求に応じなければなりません。しかし、キリストが自分のために行ってくださったことを知っている神の真の子供は、いつでも次のように歌うことができます――


  
    律法から解放された――ああ、なんと幸いな状態！


    イエスが血を流してくださったので、赦されているのです。
  


  天のエルサレムの特権


  次に、この城壁はエルサレムの城壁であり、別のエルサレム・霊的な天のエルサレムを指し示すものであって、天的特権、天のエルサレム・天の自由人の特権を物語ります。


  ある出来事を思い出してください。使徒パウロが囚われの身となった時のことです。彼はローマの百人隊長の所に連れて行かれ、鞭打ちによって取り調べられることになりました。つまり、人々は問題がいったい何なのかを彼から聞き出すために「厳しい」尋問をしようとしたのです。私たちの訳では、何が行われていたのかよくわかりません。彼は「縛られた」とだけ書かれています。実際のところ文字どおりには「彼らは彼を締め上げた」となります。ローマ人が取ったこの方法は、実に、とても厳しいものでした。両手両足をきつく締め上げられた状態で鞭打たれることは、とても恐ろしいことだったため、結果的に死に至ることもありましたし、一生障害を負うこともありました。パウロはそのような状況に置かれた時、「ローマ人であり、また有罪とされていない者を、むち打ってもよいのですか？」（使徒二二・二五）と尋ねました。隊長は、自分に有利な案件だと思って、「私は多額の金で、この市民権を手に入れたのだ」と答えました。「私は自分の好きなことを行う自由を買いました――自分は自由人としての自分の権利を行使しているにすぎません。そのために大金を払ったのです」。しかし、パウロは「私は生まれながらの自由人です」（欽定訳）と答えました。


  さて、パウロが言ったことを聞かされたこの上官は、ひどい恐怖に襲われました。自由人を、ローマ帝国の自由市民に生まれついた者を捕らえて、鎖と枷につないだだけでなく、鞭打つ寸前のところにまで行ったからです。生まれながらの自由人がそんな扱いを受けることはあってはなりませんでした。彼には帝国の特権という後ろ盾がありました。生まれつき自由であることは、金で買った自由以上に重要でした。生まれつき自由であることは、束縛の中にもたらされること、鞭打たれること、そういった取り扱いを受けることはありえないことを意味しました。そんなことをしようとする者には禍が降りかかります――皇帝に申し開きをしなければなりません。ローマ帝国が総力を挙げて、生まれながらの自由人の後ろ盾になっていたのです。それが意味するところをパウロは知っていました。ですから、生まれながらの自由人をこのように扱ったことを知った時、隊長は恐れに満たされたのです。


  この絵図がわかるでしょうか？そうです、私たちは長子である、と御言葉は述べています。私たちの名は天に登録されており、私たちは神の王国の権利を持っています。私たちが束縛の中にもたらされること、律法によって鞭打たれること、このような扱いを受けること、この暴君によって厳しい扱いを受けることはありえません。この暴君がどんな権利を要求したとしても、それに優る要求があります。それは子たる身分の要求です。神の子らを他の人々を扱うように扱うことはできません。これはこの偉大な真理の素晴らしい絵図です。


  このエルサレムの城壁は、ここに天的な民を取り囲むものがあることを意味します。この民は束縛から解放され、すべての負債から自由にされ、子たる身分の益に浴して歩いている民です――神の自由な民であり、神の豊かな民です。これは神の御言葉が示している真理です。子たる身分は享受されるべきものです。あの崩れた城壁は喜びを表す絵図ではありませんし、あの民の状態も喜びを表す絵図ではありません。主が望んでおられることと矛盾しています。いま見たように、彼はこのような方法でそれを獲得されます。


  回復された安息日


  さて、次の点は――安息日です。ネヘミヤ記では安息日に十四回言及されています。安息日が無効化されていました。その証拠をご所望なら、ネヘミヤと同時代のマラキを見てみるといいでしょう。彼がそれについて何を述べているのかがわかります。しかし、このネヘミヤ記では、安息日について十四回言及されており、したがって、実に大きな地位を占めています。ご存じのように、この人々は無効化された安息日を表していました。今、私はセブンスデー・アドベンチズムや安息日主義の議論を始めるつもりはありません。この問題はそれよりも遥かに高遠で、もっと輝かしいものです。しかし、安息日は現存する最古の契約だったことを思い出してください。神は七日目に働きを休み、七日目を聖別して、その後ずっとそれを聖別すべきことを命じられました。この問題を調べるなら、どれほど神の民の生活が、良くも悪くも、安息日と安息日の契約を守ることと密接に関係していたのかがわかります――安息日の契約は、おそらく、根本的な契約であり、契約の中の契約だったのです。


  しかし、それは何を意味していたのでしょう？もちろん、それはキリストの予表でした。神は七日目にその労苦とすべての働きを休まれました。「そして神は七日目を祝福して、それを聖別された」（創世記二・二、三）。イスラエルがバビロンに捕囚になったのは、彼らが主の安息を守らなかったからでした――七番目の日、七番目の月、七番目の年、七の七倍の四十九年目を守らなかったからでした。彼らはあらゆる意味で安息を守ることに失敗しました。それで、彼はご自身の安息年のゆえに、彼らをバビロンに七十年間送られたのです。「人がまくものは何であれ、これをまた刈り取るからです」（ガラテヤ六・七）。この「何であれ」は常に有効です。そして今、あの崩れた城壁は破られた安息日、無効化された安息日を物語ります。ネヘミヤは安息日を回復していますが、ご存じのように、彼は非常に精力的な方法でそれを行いました。商人たちが安息日に城門にやって来た時、彼は彼らを追い払い、とても手荒く扱って、安息日を回復したのです。


  それはいったい何なのでしょう？すでに述べたように、それはキリストを指し示していました――キリストは、新創造の中で、神の働き・新創造の働きをすべて成就されました。神に再び満足をもたらし、神を彼の安息に導きました。神を満足させて安息させました。ですから、キリストと彼が成就された御業が、今や安息日なのです。安息日は日ではなく、パースンです。安息日は全く時間の問題ではありません。安息日は成就された働きであり、それゆえ、それを破るなら主によって厳しく対処されます。それは次のことを意味します――キリストが完全に成就された御業と、彼に対する神の絶対的満足から少しでも離れて、安息日の原則を破るなら、あなたは契約を破ることになるのです。これが理解されれば、セブンスデー・アドベンチズムは五分で崩壊するでしょう。「では、主の日を守るべきではないのですか？」と、あなたは言うかもしれません。ああ、守るべきです――しかし、証しとしてであって、律法の問題としてではありません。今、私たちは週の一日、最初の日に共に集まって、神は御子に満足しておられるという輝かしい真理を祝っています――つまり、私たちは彼の食卓の周りに集まって、神の満足の根拠であるイエス・キリストの尊さを礼拝しています。それから何かを取り去るなら、あなたは安息日を破ることになります。


  さて、回復されるべき証しがまさに意味するのは、次の事実、次の偉大な現実を享受している民が必要であるということです。すなわち、贖いの御業は見事に成就されたという事実、神は安息しておられ、完全に満足しておられるという事実、彼の民は彼の安息に入ったという事実です。こう述べると、おそらく、とても単純に聞こえるかもしれませんが、私たちはこれに関して試されているのではないでしょうか？私たちの生活のほぼ毎日、私たちは安息日に関して試されています――たんなる日としての安息日に関してではありません。神の満足による私たちの安息、神の安らぎに対する私たちの安らぎとしての安息日に関してです――言い換えると、次の事実に関する私たちの理解に関してです。すなわち、キリストは新創造の働きをご自身ですべて成就して、神の最終的要望・要求に応じられた、という事実です。これを喜んでいる民を神は欲しておられます。そのような証しを欲しておられます。主よ、私たちをそのような民にしてください！城壁はこれについて物語ります。というのは、お気づきのように、城壁が完成するとすぐに、バビロンへの訪問を終えて戻って来たネヘミヤは、安息日をそのあるべき所に戻し、安息日に関する事柄をすべて清めたからです。


  血統の純粋性の回復


  さしあたってもう一点――混合の状況が存在していたことについて。この民の子供たちはヘブル語で話せなかったと述べられています。半分は一つの言語で、半分は別の言語で話していました。次に、外の諸国民との異種族間結婚について記されています――多くの男性が外国人の妻を持っていました。このように、主の民の中に混合の要素や特徴がありました。そこで、ネヘミヤはそれを一掃する働きに取りかかりました。彼はそれを大いに徹底的に行いました――神に感謝します、この民は彼に協力しました。これは、霊的原則として、行う必要がありました。しかし、ここでもまた、混合は城壁が表す状態の一つでした――城壁は崩されて、破壊されていました。イスラエルに純粋さがなかったからです――再建されることにより、城壁は混血に対する防波堤となりました。


  これはあることをとても強烈かつ明確に告げます――神の都の中に、神の教会の中に、神の王国の中にあると主張する者はみな、次のことを証明できなければならないのです。すなわち、自分の血統は純粋であることをです。また、自分は真に上から生まれており、主の純粋な命を自分の内に持っており、体質的に混血の民ではないことをです――一つの舌、一つの言語、一つの血統、一つの命を持つ民であることをです。再建された城壁は、主の民の間のこの混合の問題を「一掃」したことに対する証しとなるべきものでした。血統の純粋性、言語の純粋性、礼拝の純粋性に対する証しとなるべきものでした。


  これらがどれほど混合しやすいかはご存じでしょう。特定の言葉や表現で話していても、御霊の言葉だとは感じられない人々を、よく見かけます。ああ、彼らはキリスト教的な表現をみな持っていますが、そこには多くの混合があり、生活の中にも多くの矛盾があります。純粋な言葉を話す人々、真に御霊の言葉を話す人々がいなければなりません。信仰を告白しているにもかかわらず、御霊の言葉を話さないクリスチャンが大勢いる、というのは事実ではないでしょうか？私が言わんとしていることを、あなたたちの多くはご存じです。「キリスト教」や「宗教」についての彼らの話しぶりは、彼らが実際には上から生まれていないことを示す、何らかの印を帯びているのです。


  十分の一税の回復


  もう一点述べて終わることにします――十分の一税の不履行についてです。当時の状況を描写したマラキは、主の十分の一税の件に関してこの民が怠っていることを非難しています。彼は、神からの言葉を語って言いました、「あなたたちと全国民は、わたしのものを盗んでいる」「しかもあなたたちは言う、『どのようにして、私たちはあなたのものを盗んだのですか？』。十分の一とささげ物によってである」（マラキ三・九、八）。十分の一税の件が履行されていなかったのです。


  しかし、これは何でしょう？ああ、収入の十分の一を取ってそれを主にささげるだけでこれから免れられる、とは思わないでください。そうしたとしても全く十分の一税をささげたことにはならないおそれがあります。この十分の一税は何を意味するのでしょう？それはこういった感じでした。十分の一は全体の中からささげられました――収入、畑、ぶどう園、動物の群れからです。その次第はこうでした。農夫、農民、牧者は、最初に実る果物、最初に熟す作物、最初に出て来て生まれる動物を、注意深く見張りました。例えば、トウモロコシが育っている畑の場合、農夫は、時が近づくと、歩いて外に行き、トウモロコシの状態を見て、最初に熟す穂を待ちました。そして、熟した穂を見るとすぐに、全体が熟すのを待たずに、それらを神の家に持って行き、事実上こう言いました、「主よ、これはすべてがあなたのものである事実を表しています。これは来たるべき収穫の前触れであり、初穂です。これはみなあなたのものです。すべてはあなたのものであること、あなたが第一の地位・全き地位を占めておられることの印として、私はこれをあなたにささげます」。果物であれば、農民が同じことをしました。牧者であれば、牧者は群れの初子を取って言いました、「主よ、これはこの群れの初子です。これは、すべてはあなたのものであることの印です――あなたが第一の地位を持っておられ、全き地位を持っておられます」。


  これが十分の一税です。十分の一税は、一部を取り分けて神にささげるけれども、残りは自分のもの、というものではありません。それは、最初から最後まで主が唯一の地位を持っておられることを示す印です。さて、これがイスラエルの問題だったことがわかります――十分の一を納めることを怠っていたのです――これが証しが崩れた理由でした。彼らのすべての関心事、すべての懸案、すべての所有物において、主は第一の地位、全き地位を得ておられませんでした。主は、この証しを真に担う民を欲しておられます。彼は証しの城壁を再び建て上げられます。それは、彼に一つの地位や部分を与えるだけでなく全き地位を与え、どうすれば主の権利であるものを主にもたらせるのかを常に考えている人々によってです――そのような人々によってです。


  この単純な言葉を忍んでください。しかし、この言葉は、あなたが思う以上に、深くまで及びます。とても重要な諸問題に触れます。これはみなとても現実的です。ネヘミヤがこれらのことを正した時、彼はたんに城壁を建設しているだけではありませんでした。城壁が表していたものを正していたのです。証しは背後にある霊的実際によって支えられていました。これが主が欲しておられるものです。


  



  第六章 働きと働き人


  へブル人への手紙の著者が多くのことを述べた時、彼は、「そのすべてを一つの明確で正確な声明にまとめる必要がある」と確かに感じていたので、「今、私たちが語っている事の要点はこうです」と書き記しました。欄外では、「今、私たちが語っていることを要約すると……」となっています。今、そのような必要が私たちにもありますので、これまで述べてきたことをまとめて、焦点をあてることにしましょう。


  神の反応


  神の働きの歴史は、運動と対抗運動、作用と反作用、上昇と下降、前進と停止・反転の歴史です。私たちが出版した最初期の本の中には、冒頭に次のような言葉があります、「しっかりと向き合うことがとても重要な二つの点があります。この二つを述べると、互いに矛盾しているように思われるかもしれませんし、あるいは逆説的に思われるかもしれません。一つは、神は諸々の時代にわたって常に新しいことを行ってこられたということです。もう一つは、人からは神の新しい御業に見えたものでも、神の観点では新しくなかったということです」。


  次に、私たちはさらに進んで、神は常に完全な状態から開始されることを指摘しました。彼は、開始する前に、すべてをご自身によって完成・完遂されます。その後の彼の活動はみな、実際には、完全な状態に立ち返らせる働きです。とはいうものの、それは人には神の新しい働きに見えます。この行程は、ですから、神が完全な状態から開始されたものです。人はこの完全な状態から堕落して、それを失います。すると、神は反応して、その完全な状態を漸進的かつ段階的に回復するために着実に行動されます。


  そして、神の新たな動きにはどれも、二つの特徴があります。


  第一に、内在的完全性です。つまり、さしあたっては部分的でしかないかもしれませんが、その中には内在的価値があるのです。それは、全体の可能性をすべて持っているものです。なぜなら、神が行われることはみな、それがさしあたってどんなに小さなものでも、神の御心がその中に、またその背後にあるからです。神は、断片が全体であるかのように、断片に取り組んでおられるのではありません。むしろ、その中に潜在的に全体を含んでいる部分に取り組んでおられるのです。


  そして、第二に、彼の動きは常に、それ以前の動きに基づいて前進します。つまり、神の動きはみな、彼が前に行われたことに付加するものなのです。彼は回復の途中、時々、漸進的な道を取られるかもしれませんが、今や次の道では何かが、さらに優った何かが追加されます。当初の完全さを回復する、さらなる御業の段階に入ります。これが明確になるよう私は希望します。この背景と基礎を据えることがとても重要です。


  次に、神のこれらの動き――今しがた引用した本の題名では、神の反応と称されています――にはいくつかの包括的・主要な要素があることがわかります。それらの主要な要素の一つは、神によって主権的に起こされた、神のビジョンと神の情熱を持つ器です――これは次のことを意味します。すなわち、これは神の活動であること、そして、主権的行動であるがゆえに、それ以外の観点では全く説明がつかないことです。見る者すべてが正しい器であると言うような器である、ということではありません。その人や器は世人から心からの承認を得るようなものである、ということでもありません。神は主権的に行動されますし、往々にして、こうした反応の中で諸々の器を選ばれます。自分自身や他の人からは、選ばれた者とは思えない器を選ばれます。彼らは、自分には召される資格がないことを強く意識していましたし、往々にして、他の人々も彼らのことを同じように思っていました――彼らはもっとうまくやれたし、期待されていたことをしかるべき仕方で行ってもいない、と思っていました。しかし、神は主権的にご自身の知恵によって彼らを選び、彼らの傍らに立って、それがご自身のものであることを証明されたのです。


  ビジョンと情熱を持つ器


  しかし、そのような器は、それが個人的なものであれ団体的なものであれ、常に神のビジョンを持っていました。そのような器は、主を見、神の御心を見、神の御旨を見て、神が永遠の過去から意図してこられたものに捕らえられ、魅了されました。それを他の人々よりも遥かによく見ていたのです。見るだけではありません、原理的に神の御心・御意志・御旨の「先見者」であるだけではありません。それに対する神の情熱によって支配されて、この黙想で前に「御旨に至るための神の労苦」と称したものの中にもたらされたのです。これらは神のどの動きでも主要な要素です。神が取られた新しい歩みはみな、この二つの特徴を帯びていました。これを認識しようではありませんか。なぜなら、それは多くのことを明らかにしてくれるからです。


  器に対する特別な取り扱い


  次に、神の御旨を見たこの器――この召し、神の現在の動きが表すこの「大きな働き」を見たこの器――は、神の御手の下で、きわめて独特な経験をします。神はそのような器を、他の器を扱うようには扱われません。これにとても注意深く留意する必要があります。神はその器を取り扱われます――繰り返しますが、その器は個人かもしれませんし、団体・群れかもしれません――神は、この特別な御旨のために召したその器を、特別な、奇妙な方法で取り扱われます。他の人々や他の事柄に対する取り扱いとは全く違う取り扱いをされます。神の全き御旨の中に召された者にとって、他の人々に対する神の取り扱いから、自分に対する神の取り扱いについて判断することは、決して安全ではありません。そのようなことは常に危険なことです。そのような働きやそのような器に対して、彼はご自身の特別な方法を採られます。それゆえ、この目的のための器、この御旨のための道具は、独特な危険に遭います。彼らは、独特な争い、奇妙な圧迫、奇妙な出来事、神の奇妙な道に巻き込まれます。神は彼らを特別な御旨のために取り扱っておられるのです。


  私たちがこれまで見てきたネヘミヤ記は旧約聖書の最後の歴史書ですが、今しがた述べたことを刺激的・教訓的な形で示しています。前に述べたように、この書は次のような区分に自ずと分かれます。一つ目は、城壁と、エルサレムの城壁の再建に関する区分。二つ目は、その働きと働き人たちに関する区分。三つ目は、巻き込まれた戦いに関する区分です。私たちはこれまで、ほとんどの時間を城壁に費やしてきました。ここでは、これまでの形とは少し違った形で、もう一度これについてざっと概観することにします。


  エルサレムの城壁はキリストの絵図である


  この城壁は何でしょう？エルサレムの城壁はキリストの絵図です――第一に、天の観点、天の光、天の眼から見たキリストの絵図です。天の観点から見たキリストの姿です。これが常に評価・判断の出発点です。城壁はまた、この世に対して表されるキリストの絵図でもあります。そして、サタンの王国、敵対勢力に対して表されるキリストの絵図でもあります。それは三つの外面的な意味――天に対する、この世に対する、悪の勢力に対する意味――におけるキリストです。それらはみな、この城壁に強い関心を持っています。ネヘミヤ記からそれがわかります。


  天はこの城壁に強い関心を持っています。そこから私たちは始めます。神は行動されます。そして、城壁が完成すると、それは壮大なものになります。敵対勢力はこぞって激怒したので、ネヘミヤは「この働きは神からです」と言うことができましたし、敵対勢力もこれを認めざるをえませんでした。神は関心を寄せておられました。天も関心を寄せていました。それは天の光の中にあるものでした。次に、この世に関して、この城壁は独自の証し、独自の宣言をなすものでした。さしあたって、これについて述べることはしません。サタンの王国に関するかぎり、その王国が強い関心を持っていたことは大いに明らかです。戦いについて見る時に、おそらく私たちはこの面にほとんどかかっりきりになるでしょう。


  しかし、そこには四つ目の面がありました。すなわち、この城壁は主ご自身の民にとってどのような意味があるのか、という面です。言い換えると、キリストは神の民にとって何を意味するのか、という面です。キリストは、偉大で包括的な防御の砦であり、ご自身の卓越性と完全性をご自身の民に栄光のうちに分与されます。聖書で最後に出てくる城壁は、壮大な城壁、宝石の城壁です。それはキリストの完全性・栄光であり、神の御前でその恩恵に浴している神の民です。


  このように、ですから、この城壁はキリストのこの四つの面の絵図なのです。


  思い返すと、アブラハム――当時はアブラムでしたが――はバビロン・カルデア・それらが意味するところから分離されました。彼は「土台のある都を探していた」（ヘブル十一・十）と述べられています――その都はあの天の都、あの天のエルサレムの型です。それは最終的に完成されて、「天から出て神から下って来」ます。それは「神の栄光を持って」います（黙示録二一・二）。アブラハムが見た都は天のエルサレムの型でした。この二つの都、バビロンとエルサレムは、常に対立してきました。主の民がエルサレムに関する主の輝かしい構想・意図から逸れた時、彼らに残された唯一の選択肢はバビロンでした――神が彼らの父祖アブラハムにおいて彼らを召し出された偽りの都でした。彼らはアブラハムにおいて分離された都に戻って行きました。すでに指摘しましたが、主は彼らにそれを味あわせました。そして、彼らの多くにとって、それはうんざりするものでした。当時のエルサレムがどんな場所だったとしても、彼らは何としてもエルサレムに戻りたがりました。


  さて、主イエスが来られた時、彼は二つのことを行われました。バビロンに代表されるこの世、偽りの王国を否定し、地上のエルサレムを否定されました。なぜなら、それはもはや神の御思いを表していなかったからです。そして彼は、この都のあるべき姿に関する神の御思いをすべてご自身の中に集約されました。霊的な形で、個人的に宮の地位を占めただけでなく、エルサレムの地位をも占められたのです。彼は今も昔も、城壁に囲まれて仕切られているこの都に関する神の御思いをすべて体現しておられます。ですから、この城壁が意味するところとこの都が意味するところを探究するとき、私たちはある主題や何らかの題目について学ぶだけでなく、主イエスについて熟考せざるをえなくなるのです。


  時には絵図を忘れて、型や図形の背後に回り、それらが表すものを直視すること――言うなれば、それらが表している主を直視すること――がとても重要です。「天の猟犬」を書いた詩人、フランシス・トンプソンのある評論家は、「逆巻く比喩の海のせいで、彼の描く光景が見えない」と述べました。そして時として私たちの象徴論も、象徴されていることを覆い、隠し、ぼかすことがあります。私たちが城壁やネヘミヤについて述べる時、そのような罠に陥らないように、私は希望します。むしろ、私たちの目は常に、ネヘミヤを通して、この城壁を通して、真に見るべき御方を見ていなければなりません。


  ネヘミヤ記と使徒行伝の対応関係


  さて、さらに先に進まなければなりません。なぜなら、神はペンテコステの日にご自身の証しを完全に回復されたからです。ネヘミヤ記と使徒行伝の間にどのような対応関係があるのかを見ると助けになります。証しが再び完全に興されました。主の証し、「イエスの証し」がペンテコステの日に完全かつ十分なものになりました。ネヘミヤ記の特徴がみな、使徒行伝の中に、特に最初の数章の中に見られます。すぐにこれをもっと詳しく見ることにします。私がこれについて述べるのは、ネヘミヤ記を読む時にそれがあなたの助けになるからです。ネヘミヤ記をたんに歴史書として、あるいは旧約聖書の最後の歴史書として読むのではなく、常に使徒行伝を念頭に置いて読むなら、この二つの書が全体を通してどう対応しているのかがわかります。


  しかし、これに関してさらに進む前に、私がここで述べたいのは次のことです。すなわち、主はペンテコステの日にご自身の証しを（万物を創造する前に彼が目指しておられた当初の御旨を除いて）かつてなかったほど完全な形で回復されましたが、まもなく、その反作用である衰退が再び始まったのです。新約聖書を読み終える前に、壁に隙間ができて、証しが弱まるのが見え始めます。実に、それよりも遥かに悪化します。というのは、コリント人への第一の手紙を読んで、そこにあるあらゆるがらくたを見るなら、「証しはほぼ完全に損なわれた」と私たちは言うだろうからです。なんというがらくたがこのコリント人への第一の手紙の中に啓示されていることでしょう！なんという残骸と破壊の状況でしょう！新約聖書の手紙の最後に来て、アジアの七つの教会へのメッセージが記されている黙示録を取り上げるとき、私たちは疑いなく壊れた城壁のさらなる絵を見ることになります。証しは再び損なわれて、完全なものは何もありません。「わたしはあなたのわざが完成されているのを見ていない」（黙示録三・二）。証しは破壊されて、その中に大きな隙間があります。そして、それが新約聖書が閉じるときの状態です。


  それ以降、一度や二度ではなく、何度も神は再び行動を起こして、当初の御旨・証しを少しずつ取り戻してこられました。諸世紀にわたる過去の歴史について見るつもりは私にはありません。様々な形で証しに出会いますが、神はそれを放棄されなかったことがわかります。彼は戻って来られました、再び戻って来られました。今はこれ、今はあれ、今は別の何かを回復しようとしておられます。絶えず当初の完全形に向かって動いておられ、それを完全な形で得ようとしておられます。神に感謝します。今日、彼の証しは暗黒時代よりもずっと多くあります。今日、新約聖書の偉大な事柄の多くが教会の中に確立されています。それらは偉大な要素です。私がそれらについて述べる必要はありませんが、神はご自分のレムナントたちと共に着実に前進して、常に何かを取り戻しておられます。


  私たちが関心を持っているのはこの点です。彼は今まさに、さらなる回復を必要としておられ、それに打ち込んでおられるのではないでしょうか？そして、もしかすると、彼の主権と恵みにより、私たちは城壁を十分かつ完全に回復するための神の現在の動きと関係しているのではないでしょうか？私たちの役割はそれを築くことではないかもしれませんし、それを完成する役目を私たちは与えられていないかもしれません。しかし、もしかすると、イエスの証しを完成するために、何かを加え、何かを行うよう、私たちは召されているのかもしれません。もし今の時代がこの書とネヘミヤの働きに対応するものであるなら、つまり、経綸の最後であるなら、「自分たちはイエスの証しの最終段階・最終局面にある」と私たちが感じるのももっともです。確かに、私たちにはそう考える理由がないわけではありません。


  さて、ネヘミヤ記と使徒行伝の間の対応関係というこの問題に戻って、それをもっと詳しく見ることにしましょう。今から取り組むのは、城壁よりも、働きと働き人たちについてです。


  天からの動き


  第一に、ネヘミヤ記と使徒行伝の二つの書を見ると、天からの動きがあった事実に気づきます。覆って浸透し尽くす神の霊が動いておられた事実に気づきます。ネヘミヤ記では、それはバビロンで始まりました。神の霊が動き出されました。まず、ペルシャのクロス王の霊を奮い立たせて、それを推進するための命令と備えをさせられました。天からの動きがありました。次に、それはこのネヘミヤという人の心の中に移って、深い心配と不安、現状への不満を生じさせました。神の霊が動いておられました。次に、この便宜により、ネヘミヤがエルサレムにやって来ると、彼の中にあった霊、彼の中にあったあの衝動が広まっていきました――最初は数人の兄弟たちに、次に、わずかな例外を除いてすべての民にです。ある人々について、「彼らはその働きに服さなかった」（ネヘミヤ三・五）と述べられていますが、それは例外でした。御霊が動いておられ、まず、現状に対するこの不満、状況に関するこの心配、状況は変わらねばならないというこの感覚を生じさせられました。それは、前に述べたように、たんなる不平や批判の霊ではありませんでした。それは御霊の働きでした。積極的であって消極的ではありませんでした。その目的は建設的なものであって、破壊的なものではありませんでした。神の霊が、最初に地を創造したときのように、再び動いておられました。覆って、混沌の中から秩序を生じさせるために動いておられました。それがこのネヘミヤ記の冒頭にも見られます。


  使徒行伝に移ると、天が動いていること、御霊が動いておられることがよくわかります。何かが起きています。長い夜は過ぎ去って、水平線上に光の筋が射しつつあるように思われます。覚醒と動きの感覚があります。そして、あの偉大な日に事が始まります――天が裂け、御霊が降り、御霊の動きが始まります。それは一つの核と共に始まりますが、次に、この核を通して御霊は外に向かって動き、他の人々を捕らえて、神の御心に関する一つのビジョンと一つの情熱の中に彼らを導かれます。ネヘミヤ記ではこれはこう述べられています、「人々は働こうとする心を持っていたからである」（ネヘミヤ四・六）。しかし今、使徒行伝を見てください、この人々を見てください！この最初の数章は、「人々は働こうとする心を持っていた」としか描写できません。


  主の全き証しの支配的動機


  その目的――主の十分かつ完全な証し――はネヘミヤ記でも使徒行伝でも共通しています。それについてさらに述べることもできますが、この最初の数章から次のことはあまりにも明白であると思います。すなわち、教会と使徒たちと伝道者たちのこれらの初期の宣言、これらの初期の宣べ伝えは、キリストの絶対的至高性・豊かさ・完全性・十全性・終局性に対する証しだったのです。これに、絵図・予型として、ネヘミヤと人々は、当時、専念していたのです。


  しかし、これを私たちの心に刻みましょう。何世紀も前のことを考えるのではなく、私たち自身の現在の中にこれを持ち込もうではありませんか。私たちは、主の証しが完全に、無制限に、そして途切れずに存続するよう気遣っているでしょうか――神の御旨によって支配され、神の情熱によって突き動かされているでしょうか？どうでしょうか？


  主なるキリストの統治


  さて、それらの要素のいくつかを見ることにしましょう。第一に、皆がネヘミヤに服した様はとても印象的です。これは、エズラ記とネヘミヤ記をとても注意深く読まないかぎりわかりません。エズラ記を読むと、反抗的な人々や支配者たちや祭司たちが大勢いたことがわかります。彼らは状況に関する自分自身の考え、自分自身の意志と自分自身の方法を持っていました。エズラや彼の考えを受け入れようとはしませんでした。個人的・利己的なものがたくさん現れて、自己主張しました。しかし、ネヘミヤ記に来ると、それは全くなくなっています。この人が登場すると、皆が彼に地位を与えるように思われます。彼こそ適任であることを皆が認めるように思われます。彼らはみな言われたことを行って、服従します――彼は彼らに対して好きなように行えます。この支配者たちの中には、人々の資産や土地を買い取った人々もいました。彼らは人々を犠牲にして自分を富ませており、貧しい人々は彼らのせいで悲惨な状態にありました。そこでネヘミヤは言います、「あなたたちはそれをみな、一つ残らず返しなさい。一銭残らず返しなさい！」。この世の人にそんな提案をしたら、いったいどうなることか！しかし、この人々はそうしました。ネヘミヤが何を命令・要求するかは関係ないように思われます――彼らはそうするのです。


  使徒行伝に移ります。ここでは、すべての人がイエスは主であることを認め、彼に服しています。反抗的な要素は、アナニヤとサッピラの中にあった一つだけです。しかし、キリストの主権体制を破ることは彼らにとって割に合わないことでした――キリストの主権が彼らを破りました。しかし、残りの人々はすべてを――資産、土地、金、自分自身、すべてのものを――放棄して、皆が主イエスに見事なほど服従しました。彼の全き証しに関して少しでも前進するには、生活全体・生活全般に対して主が優位・上位に立つ必要があります。


  そこには、対応する一つの要素があります。その要素は全く明らかです。民衆、祭司、支配者はみな、ネヘミヤに頭首の地位を与えました。このもう一つの神の動きでは、皆がイエス・キリストにかしらとしての地位を与えました。彼は確かに、主として宣べ伝えられただけでなく、主としてすべてを委ねられたのです。


  この証しに対する熱い情熱


  次に、この二つの書に共通するもう一つの点は、この証しが物や人をすべて支配した方法です。それがネヘミヤだけでなく、彼が代表していたものも支配しました。これは二つの点に見られます。


  第一に、城壁です。どのようにして城壁は皆の支配的目的・関心事になったのでしょう？城壁が主イエスの予型・絵図だとすると、それは、主イエスの全き証しが皆の主要な関心事になったことをまさに意味します。彼の証し以外に、当面のあいだ生きる目的は何もありませんでした。この城壁が物や人をすべて覆っていました。この経綸の草創期もそうでした。イエスの証しが他のものすべてを覆っていたので、彼らはそれを推進するために生きました。彼らはひたすら、この証しを推進するために生き、考え、計画し、夢見ていたのです。


  御霊の御声


  しかし、次に、ネヘミヤ記にはもう一つの要素があったことに気づきます。それはラッパでした。ラッパを持つ人をネヘミヤは配置しました。その時の言葉を思い出してください。「どこででも、あなたたちがラッパの音を聞いたなら、その所で、私たちのもとに集まってください」（ネヘミヤ四・二〇）。そのラッパが統括しました。このラッパは何でしょう？私が思うに、旧約聖書のラッパは常に聖霊の御声の型です。言い換えると、「御霊が諸教会に仰せられること」です。このラッパの音で、イスラエルは荒野を移動しました。彼らが移動すべき時には、必ずラッパが鳴りました。予型として、彼らは御霊により、また御霊の中で、御霊の統治の下で動いたのです。


  御霊の御声による統治――これは、もちろん、使徒行伝を見るときわめて明白です。これはどんなに強調しても強調しきれません。おそらく、私は、各々の点を十分に考慮せずに、あまりにも多くのことを詰め込もうとする危険に陥っているのかもしれません。しかし、これによく注意してください。私は今、とても恐ろしいことを言おうとしていますが、私は自分が言おうとしていることを全く自覚しています。私はこれをこの世界の広い範囲で検証してきました。御霊による生活の意味を知っているクリスチャンはごくわずかしかいません。クリスチャンが魂で送る感情・感覚・衝動の生活を知っている人は大勢います。「御霊が仰せられること」を知ること、御霊による生活を知ること、御霊によって導かれること、御霊によって吟味されること、御霊が自分の内側で「否」「然り」と仰せられること――こうしたことを彼らはごくわずかしか知りません。それについて少しでも知っている人はごくわずかしかいません。彼らは伝統や慣行によって導かれています。あるいは、一定の決まった真理や教理の体系によって、「既定」事項によって導かれています。あるいは、現行の結晶化・組織化されたキリスト教の形態によって導かれています。その形態はとても厳格なものであり、定着しているものなので、それ以外のものの存在は許されません。もし「キリスト教」の既定路線から髪の毛一筋ほどでも逸れるなら、問題視されます――異端視されます。彼らはそのように支配されており、導かれています。彼らは御霊による生活を知りません。


  私は、御霊による生活は真理や、神の御言葉や、神にとって決定的に重要なものと矛盾する、と述べているのではありません。既定の伝統的体系に優るものがある、と述べているのです。神の霊に導かれる、ということがあるのです。使徒行伝が何かを述べているとするなら、それはまさに次のようなことです。すなわち、不変的な解消不能な立場――固定された確定的な立場――に落ち着くことは許されないのです。


  使徒行伝に記されている偉大な動きの一つに次のようなものがあります。使徒たちはみな、エルサレムを「キリスト教」の本部にしようとしていました。エルサレムが世界のすべての中心になると思っていました。そこで、この中心が建て上げられて、エルサレムに集約されつつありました。聖霊は介入して言われました、「だめです――本部は天にあります。この地上にはありません」。そして、人々を一掃してエルサレムから追放されました。人々は至る所に散らされました。使徒たちはそこに残って主のために何かをしていましたし、そこを本部にしようと戦っていましたが、そこはもはや本部ではありませんでした。かなりの期間、彼らはエルサレムからすべてを支配しようとしましたが、聖霊は彼らに反対されました。この偉大な世界的働きは、その後、決してエルサレムを中心とすることはなかったのです。


  いいえ。人々がこの地上に何かを確立しようとする時、聖霊は偉大な「分散化」の要因です。御霊の中に入ると、次に何が起きるのか、次に自分がどこにいるのかわからなくなります。「私はここに行こう、あそこに行こう」とは言えなくなります。聖霊はご自分の道を行かれます。彼は「思いのままに吹」かれます（ヨハネ三・八）。それがここでの偉大な真理です。御霊による生活はこのようなものです。「さあ、どこそこの場所に長い年月のあいだとどまって、それから場所を変えよう」とは決して言えません。主がなさることに、すっかり驚いてしまうかもしれません。新約聖書で最も霊的な人々ですら、事前に計画を与えられていなかったのです。彼らに許されていたのは、自分の道をある所まで進むことだけであり、その後、聖霊によって中断されました。彼らが何かを企てたり試みたりしても、聖霊は許されませんでした。この人々は聖霊の支配下にありました。彼が物事を掌握しておられます。本部は天にあります。


  当時はこのような状況でした。すべてはラッパ、御霊の御声の統治下にあったのです。


  全員がこの証しに関して共に協力しあうこと


  そして、さらに、他のものはみな、この一事――この証し――と足並みを揃えるようになり、従うようになりました。私はこの素晴らしい動きに感銘を受けました――ネヘミヤ記を注意深く読み返すなら、あなたはこの素晴らしい動きに感銘を受けるだろうと思います。あらゆる商売、あらゆる天職、あらゆる職業、あらゆる地位の人々がいました。祭司たちがおり、金細工職人たちがおり、薬剤師たちがおり、支配者たちがいました。また、ある人とその娘たちが全員石工になったことが記されています！祭司は、「ああ、こてとモルタルを手にするのは、自分の尊厳に反する」とは言いませんでした。金細工職人は、「石打ちをしに行ったら、金細工をするための自分の両手がだめになる」とは言いませんでした。支配者たちは、「あなたは私に監督の仕事を与えなければなりません――与えてくれるなら、傍らに立って、きちんと仕事がされているのかを見てあげられます。降りて行って自分で働くなんてとんでもない！」とは言いませんでした。だれ一人そんなことは言いませんでした。全員――祭司たち（糞の城門を築いたのが高官だった事実に私は感銘を受けました！）、金細工職人たち、薬剤師たち、支配者たち、人々とその娘たち――がみなこの働きに参加しました。地位も、職業も、能力も、すべてがこの一つの関心事――この証し――に服したのです。


  城壁が完成した後、彼らは自分の仕事に戻ったのではないでしょうか。彼らがそうしたことを私は願います。もし主があなたの両手をご自身の働きに関するあの全き務めで常に満たしてくださらなくて、当分のあいだ離れざるをえなくなり、自分の仕事に戻ったとしても、何か間違ったことをしたと考えてはいけません。あなたは依然として薬剤師、金細工職人等々であり続けます。パウロは最後まで天幕造りであり続けました。彼の生涯の記録のどこを見ても、彼が天幕造りをやめたとは記されていません。彼は明らかに、証しの傍らで、また証しのために、ずっと天幕を用いました。これをはっきりと理解してください。「全時間奉仕」に関して誤解しないでください。あなたはあなたのままでいなさい。職業を主のために用いなさい。しかし、それを主の証しという支配的関心事に服させなさい。それがここで起きたことです。


  使徒行伝でも、そうだったように思われます。人々の商売や地位について詳しくは述べられていませんが、パウロの手紙には、人々がどういう人だったのか、どんな人だったのか、といったことがかなり述べられています。しかし、彼らはみな、言わば「城壁」の内側に集められていました。彼らはみな、この証しによって支配されていました。そして、すべては証しに役立てられました。だれも、「いいえ、私の方が優れています。そんなことは私の尊厳に反します」「そんなことに私は召されていません――私は他のことに召されています」とは言いませんでした。だれもが、自分が何者だろうと、この世でどんな資格を持っていようと、何よりも重要なのはこの証しであることを理解していたのです。


  ネヘミヤ三章では、この麗しい特徴が現れています。全員がこの証しに関して共に協力しあったのです。この章では、あるささやかな句が絶えず繰り返されていることに気づきます――「彼の隣で」「彼の隣で」「彼の隣で」というように。さて、これはある事実を繰り返したものにすぎませんが、聖書を読む時は、いつでも想像力を働かせてもかまいません。そうするのは常に良いことです。そのありのままの事実が述べられていますが、そうした事実の背後にはおそらく膨大な霊的経緯、膨大な個人的勝利の経緯があったのではないかと思います。「彼と一緒に働きたくありません――もっと感じの良い人、もっと仲良くなれる人と隣り合わせにしてください！」。事実がただ述べられています――「彼の隣で」「彼の隣で」というように。もともと、彼らは全く一緒にやっていけず、一緒に働けない人々だったことは、みなさんご存じでしょう。しかし、彼らはこのように共に協力して働き続けました。そして、これは確かに、彼らの間における偉大な勝利を物語っていました。この勝利を、完成した時に城壁は表すことになっていたのです。


  その城壁が完成した時、それは大きな勝利でした。それは、あらゆる個人的利益、天然的気質、好き嫌いに対する大きな勝利でした。それは、あらゆる領域でなんという勝利だったことでしょう！あの城壁は、個人生活における勝利、人間関係における勝利の証しでした――「彼の隣で」「彼の隣で」「彼の隣で」は勝利の証しでした。想像力を働かせるなら、もしかすると、この隣り合っていた人々の地位・能力・天職には実際のところ食い違いが見られたかもしれません。その場にいれば、だれが隣り合っていたのかを述べることもできたでしょうが、世人から見ると見事なまでにごちゃ混ぜでした。共通点は何もありませんでした――祭司たちも金細工職人たちも薬剤師たちも、貴族も平民も、皆が互いに隣り合って働いていました。全然ごちゃ混ぜではありませんでした。素晴らしく調和していました。それは彼ら自身の心の中にある勝利のおかげでした。なんと壮大な証しでしょう！


  あなたの新約聖書を見てください。使徒行伝の最初の数章に記されている初期の時代、これはなんと真実だったことでしょう！個人的な関心事は脇にやられました。様々な地位、様々な能力、様々な人生観、様々な気質・気性の人々が、みな一緒にされました。核となるこの十二人の一団は、内なる強力な勝利の輝かしい、驚くべき証しではないでしょうか？彼らがもともとどのような者だったのか、また以前どのような者だったのかを考えてみてください――彼らがいかに互いに喧嘩をしたり、口論したり、誰が一番なのかを争ったりしたのかを考えてみてください――それなのに、今や彼らは共に立っています。一人の人のように立っています。何かが起きました。この「彼の隣で」という関係を実現する内なる勝利があったのです。使徒パウロは、神の教会に関する神の全き御思いを私たちの前に示す時、この関係をキリストのからだという絵図によって見事に示します。キリストのからだの肢体たちは関係しあっており、互いに関係しています。すべての部分が主によって定められた所にあり、他のすべての部分と連携して働いています。ああ、主の民にこの勝利が必要です！嫉妬、競争心、批判、悪意、個人的思惑や感情がないこと、そうしたものが何もないこと――これが証しです。主の権益が第一です。主イエスに対するこの証しは、こうしたものをすべて排除します。


  私たちにこのような心を与えてくださるように、聖霊のこの支配的影響力の下で、このような証しを求める神のこの情熱に私たちを導いてくださるように、主に求めようではありませんか。そして、その実際的な面を大いに真剣に心に留めようではありませんか。それは、これまで述べてきたことをすべて意味します。再度あなたにお願いします。予型、図形、絵図から離れて、実際的な霊的現実に向かってください。私たちは神の恵みにより、代々にわたって主が関心を寄せてこられたものに、何かを付け加えるよう召されています――この証しを完成に近づけるよう召されています。しかし、どの時代も同じ原則が関係しており、同じ特徴を帯びていなければなりません――これらがみな真実でなければならないのです。


  



  第七章 戦い


  さて、戦いに移ることにします。主の全き証し、もしくは、完全・完璧な主の証しに関する戦いです。再度、直ちに申し上げたいのですが、これは特別な戦いです。救われていない人々の救いに関する戦いがあります。それには、主を知らない人々を主にもたらそうとしているすべての人々が関わっています。これは現実の戦いであり、これに関して現実に戦いがなされていることを、私たちはとてもよく知っています。クリスチャンであることや、クリスチャンとして生きていくことに関する戦いもあります。主の道を進み続けるのは、容易なことではありません。私たちが歌う戦いの詩歌のほとんどは、クリスチャン生活全般と関係しており、確かにその正当な地位にあります。なぜなら、クリスチャン生活には戦いとしての面が確かにあるからです。しかし、こう述べても、すべてを述べ尽くしたことにはなりません。主の究極的御旨に関する特別な戦いがあるのです。この戦いは、この御旨と関係するものである場合、別の性格を帯びたものになります。別の世界におけるものとなり、別の形体を取ります。今回の黙想では、この戦いに専念することにします。


  そこで、このネヘミヤ記に戻ることにすると、それは、結局のところ、新約聖書の中に、特にエペソ人への手紙や黙示録といった箇所の中に見いだされる、霊的・天的現実の一つの絵図にほかなりません。それらの箇所で、私たちはとても大きな戦いに直面していることに気づきます。この戦いは、目指す目的のゆえに、ある特別な形を取ります。この城壁こそが問題であり、問題の原因です。つまり、主がご自身の民に関して望んでおられることの全き表現の回復です。そしてこれにより、特別な性格を帯びた非常に積極的で執拗な敵意が引き起こされるのです。


  敵


  この書を見ると、誓いを立ててこの特定の目的の敵となった多くの人々について述べられていることに気づきます。そこで、彼らが反対した方法や形を見る前に、この人々について見ることにしましょう。サンバラテとトビヤとガシムがいます。この人々は誰でしょう？何者でしょう？ここで何をしているのでしょう？どうやってここに来たのでしょう？これらの問いに答えていくと、霊的反対勢力に関する核心に大いに迫ることができます。列王記第二の十七章に戻って、二四節からこの章の最後まで読むと、すべて説明されています。今はこれらの節をすべて読むことはしませんが、私たちをこの状況の中に導くにはこれで十分です。


  「アッシリアの王は、バビロンとクタとアワとハマテとセパルワイムから人々を連れて来て、イスラエルの子たちの代わりにサマリアの町々に住まわせたので、彼らはサマリアを占領して、その町々に住んだ。そういうわけで、彼らはそこに住み始めた時、主を畏れなかった。それゆえ、主は彼らのうちに獅子を送られ、獅子は彼らの数人を殺した。それで彼らはアッシリアの王に語って言った、『あなたが引いて行ってサマリアの町々に住まわせた諸国民は、この地の神の習わしを知りません……』。そこでアッシリアの王は命じて言った、『あなたたちがそこから引いて行った祭司の一人を、そこに連れて行きなさい。彼らに行かせて、そこに住まわせ、彼にこの地の神の習わしを教えさせなさい』。そこで、サマリアから引いて来られた祭司の一人が来て、ベテルに住み、どのように主を畏れるかを彼らに教えた。しかし、すべての民は自分の神々を造り、サマリア人が造った高き所の宮にそれらを置いた。すべての民は住んでいる町々でそのようにした（中略）彼らは主を畏れ、高き所の祭司たちを自分たちのために自分たちの間から立てたので、この人々は彼らのために高き所の家でいけにえをささげた。彼らは主を畏れたが、かつてそこから連れて来られた諸国民の習わしにしたがって、自分たちの神々に仕えた」（二四～二九節、三二～三三節）。


  これらの人々が、ネヘミヤが争わなければならなかった人々であり、この働きの継続を挫折させ、妨げようとした人々です。彼らについて見て、彼らの成り立ち、彼らの構成要素について見ることにしましょう。


  迷信的な人々


  まず第一に、彼らは迷信深い人々です。ある出来事を見て、その出来事には超自然的な性格を帯びた背景があるという結論を下します。彼らは主を知らず、このことが主からのものであることを知りません。それには超自然的背景があり、オカルト的なものである、という結論に至ります。超自然的な領域の秘密を知り、その奥義の中に導かれさえすれば、この問題を解決できる、と考えて進みます。彼らが主のことでアッシリアの王に不平を鳴らしたことに注目してください。王は、その地から引いて来られた祭司の一人を遣わしたので、その祭司は主について彼らに教えました――しかし、その内容はあまりにも非現実的であり、偽りであり、誤った、完全に誤った領域の中にありました。ほとんどありえないことがここに述べられています。「彼らは主を畏れたが、自分たちの神々に仕えた」。ここの「主を畏れた」とは、それが主の民の間で意味するところのものを意味するわけでは決してありません。主を畏れることは、彼を実際に主とすること、そして、主である彼に徹底的・完全に服従するようになったことを意味します。それが主を畏れることの真の意味です。しかし、この人々はそうではありませんでした。主に対する彼らの認識は迷信的でした。恐怖、不幸、困難、失敗から生じたものでした。彼らの知識は彼らを決して主に導きませんでした。彼らは自分の神々に仕え続けました。こういう人々だったのです。これが考慮すべき最初の点です。


  「彼らは主を畏れた」と一度ならず述べられていますが、これには何らかの意味があるにちがいありません。この祭司のことをどう言えばいいのか、どう考えればいいのか、私にはわかりません。彼は明らかに主について、エホバについて語り、彼らに何ごとかを教えました。しかし、彼らはそれを便宜上、問題から救われるために、間接的に受け入れたにすぎませんでした。ですから、彼らは主の御名を用いていたのであり、おそらく何らかの形で主を認識していたのである、と結論づけることができます。彼らは、表向きは主に対する礼拝の形式を取っていましたが、心の奥底では主を知りませんでした。主の御名を用い、主の事柄を用いていましたが、口先だけの者たちで、主を知る真の知識を全く持っていませんでした。彼らの宗教は模倣品、間接的なものであり、心からのものではなかったのです。


  そして次に、いずれにせよ、彼らは常にバビロンに照会して服従していることがわかります。彼らはバビロンの王に仕えています。したがって、これらのことから、ネヘミヤに対するこのような敵意には十分な理由があったのです。彼らに対する真の試金石は、主にとって最も大事なこのこと、神の御心に最も忠実で最も近いこのことに対して、どんな態度を取るのかということでした。彼らはこれに関してどんな立場に立つのでしょうか？これが彼らを見極めます。


  主との生き生きとした関係がない


  もう一方の点から進んで、こう述べることもできたでしょう。「さて、ここにある人々と、名前が挙げられている指導者たちがいます。彼らは神と天にとって大いに重要なこのことに敵対しています。これが彼らの立場であり、姿勢であり、精神です。これはどうしてでしょう？」。その答えは本質的に、彼らは主との真の関係を持っていないということです。彼らがどんな告白をし、どんな語句を用い、どんな見せかけや形式を取っていたとしても、彼ら自身は主との生き生きとした交わりを実際には持っていません。この人々に関して私たちはここから始めることにします。


  しかし、もう少し踏み込むことにします。なぜなら、彼らの指導者について述べられており、この人々は際立った人々だったからです。


  まず第一に、サンバラテがいます。彼は「ホロニ人」（ネヘミヤ二・十）と呼ばれています。これは（おそらく）彼がサマリアの町であるベテ・ボロン出身だったことを意味します。彼はサマリアの町の一つの出身でした。彼はアッシリアの王がその地に住まわせたこの人々の一人でした。彼らについては、先ほど読んだ章に記されています。彼は彼らの一人であり、その類の人だったのです。


  次にトビヤです。その発音に注目してください――「トビ・ヤ（Tobi-jah）」です。あなたの聖書ではそのような発音になっていませんが、これが正しい発音です。彼の名の最後が「ヤ（jah）」すなわち「主」であることに注目してください。この人は、表向きは主と何らかの形で関係していました。しかし、トビヤはアンモン人です。申命記二三・三を思い出してください、「アンモン人は主の会衆に入ってはならない。十代目になっても、彼らに属する者は永久に、主の会衆に入ってはならない」。そして、その理由が述べられています、「彼らはメソポタミアのペトルからベオルの子バラムを雇い、あなたたちを呪わせようとしたからである」。これがトビヤの背景です。神の嗣業を侵害しており、神とのつながりや関係らしきものがありますが、実際のところ本質的には主に敵対しています。これがアンモン人のトビヤです。


  そして、彼の背景に戻って考えてみると、アンモン人はロト自身の娘たちによるロトの子孫の一つだったことを思い出します――旧約聖書全体の中で最も悲劇的な恐ろしい出来事の一つです。ですから、アンモン人をヘブル十二・八に記されている人々の中に含めなければなりません。「もし懲らしめがないなら（中略）あなたたちは（中略）子ではありません」――偽りの子です。私たちが使うのを控えている恐ろしい言葉ですが、神の子供のふりをしているのです。これがロトによるアンモン人です。神やアブラハムと関係していますが、内面的にはアブラハムの純粋な子孫ではありません。イスラエルの純粋な子孫ではありません。神の民の純粋な子孫ではありません。彼の名前は何らかの形で主の民と混ざり合っていますが、真の子ではありません――偽りの子です。これがトビヤです。肉的にその地と関係していますが、霊的には主から離れており、真に霊的な者を迫害しています。パウロが述べているとおりです。「肉によって生まれた者が、御霊によって生まれた者を迫害しました」（ガラテヤ四・二九）。これは常にそうです。


  少ししたら、もう一人の人について見ることにします。その人はガシムです。一時はガシュムと呼ばれていましたが、同じ人で、「アラビア人」と呼ばれています。彼はエドム人かイシマエル人かのいずれかでした。どちらにせよ、かなり悪いです。彼らの歴史については、両者とも霊的なものといかに戦ったのかについては、ご存じでしょう。パウロは、ガラテヤ人への手紙で、これについて多くのことを述べています。女奴隷から生まれたこのイシマエルは、自由な女から生まれた者と戦いました。このように肉は御霊に対して戦い、地的なものは天的なものに対して戦います。あるいは、彼はエドムに属する者、エサウに属する者でした。どれほどエサウはヤコブに対して戦ったことか！彼は主権的選びの系譜の中にある者に立ち向かいました。彼は確かにある時、それをほふろうとしました。この両者は、エサウであれイシマエルであれ、エドム出身のアラビア人であれアラビア出身のアラビア人であれ、肉と御霊の間の戦い、天然のものと霊のものとの間の戦いを表しています。


  肉的な人々


  さて、新約聖書の手紙は、まさにこれで満ちていることがわかります。今まで述べてきたような、人々の救いに対する敵意や、クリスチャンであることに関する一般的な戦いが見られるだけではありません。神のいっそう豊かな御旨が示される所ではどこでも、特殊な攻撃も見られるのです。パウロが何よりも示しているのは、神の完全な究極的御旨です。彼を通して私たちは、主イエスに関する永遠のみこころと御旨についての広大で壮大な展望を持ちます。そして、まさにこれらに関する攻撃と、パウロは常に特別な方法で戦わなければなりませんでした。ペテロはこうした攻撃をあまり受けなかったように思われます。ヤコブには彼なりの困難がありましたし、ヨハネにも彼なりの困難がありましたが、パウロは特別な困難に遭ったように思われます。


  まずは、このユダヤ主義者たちを例にあげましょう。彼らは常に彼を追いかけていました。彼がどこに行っても必ず、彼らは直ちに彼の後を追って、彼の働きを台無しにしようとしました。彼の務めを滅ぼし、彼に汚名を着せ、彼の使徒職を損なおうとしました。このユダヤ主義者たちはどのような人々だったのでしょう？クリスチャンではないユダヤ人ばかりではありませんでした。ガラテヤ人への手紙が正しければ、この人々はガラテヤの諸教会にこう言いました――「キリスト教は、たしかに許しますし、許可しますし、認めます。しかし、結局のところ、それはユダヤ教の付属物にすぎません――ユダヤ教の補足のようなものなのです」。彼らはそれをユダヤ教的キリスト教にしようとしました。ユダヤ人たち、ユダヤ教の指導者たちが、どのようにアンテオケに下って行ってクリスチャンたちにユダヤ教の律法を認めさせようとしたのかを思い出してください。彼らはユダヤ教の律法をキリスト教の中に組み込もうとしました。ユダヤ教の儀式をすべて守ってもクリスチャンでいられるようにしようとしました。ヘブル人への手紙はすべてその問題について扱っています。しかし、ここに誘惑されているクリスチャンたちがいます。律法を放棄したり、律法から離れたり、律法を認めて保持することをやめたりするように誘惑されていたのではありません――そういうことでは全くありません――そうではなく、このユダヤ教、律法とその慣習をキリスト教に付け加えて、この二つを組み合わせるよう誘惑されていたのです。彼らは、「あなたたちは割礼を受けなければなりません、あれをしなければなりません、これを守らなければなりません」と言われました。


  パウロはこれを、彼らを信仰から逸らすものと考えました。それは彼らの背をキリストに向けさせることでした。このように教えた人たちはパウロの真の敵でした。私は、彼らはみな回心者だった、と言っているのではありません。彼らはある程度主と関係していましたが、実際には主に敵対していた、と言っているのです。それは奇妙な混合物でした――主の御名を用いているのに、主の全き御旨に逆らっていました。それは特異な種類の反対です。それは、一言で言うと、肉的な人々から来ます。往々にして、天然的な関心や思惑によって突き動かされている、影響力のある人々から来ます。ああ、たしかに、彼らは主を知っています。主について語り、ある種のキリスト教の形体を取り、神とそのパースンに関する根本的真理などに対してとても忠実です。しかし、この究極的問題になると、彼らは同意せず、往々にして敵対することがわかります。彼らはそこそこ進みますが、この完全な御旨を目にするとしり込みします。そして、この領域で、神の全き御旨に関して、現実の独特な敵意が生じます。神の全きみこころと御旨に取り組む時、クリスチャンやキリスト教の指導者たちから、この世からよりもはるかに大きな反対を受けるのも、不思議ではないのではないでしょうか？


  ネヘミヤがエルサレムに来た時もそうでした。この人々は、「イスラエルの子らの益を求める人が来たことで、大いに嘆いた」（ネヘミヤ二・十）。あなたにはこれを理解できないでしょう。あなたはこう言うかもしれません、「この人々が主を少しでも知っていて、主を認識しているなら、主に関する彼らの話に何らかの意味があるとするなら、彼らは、『あなたが神の民のためにすることは何でも協力します』と言うでしょう」。しかし、彼らは恐れています――ああ、奇妙で異常なことです！――主が多く得れば得るほど、自分たちの所有はますます減る、と彼らは恐れています。これは真実であり、私たちはこれについて大いに忠信でなければなりません。これは事実です。常にそうでした。これが敵です。


  新約聖書を見ると、これについて多く記されています――ユダヤ人の妬み、ユダヤ人の嫉妬について記されています。「彼をほうっておくなら（中略）ローマ人たちがやって来て、われわれの土地も国民も奪い去るであろう」（ヨハネ十一・四八）。彼らは自分たちのもの、自分たちが支援したものや取り組んだものを失うことを恐れています。「このままでは、私たちは失うことになります、人々を失うことになります。このままでは、何らかの損失を被ることになります」。これがどれほど真実かはご存じでしょう。これは特殊な恐れです。理不尽な恐れです――なぜ恐れているのか、彼らが一度も分析したり、調べたりしたことのない恐れです。しかし、理由があるのです。彼らにはわからなくても、私たちはその理由を知っています。確かに知っています。強大な王国があるのです。その王国は、救われていない人が救われることに抵抗し、クリスチャン生活を絶えず困難なものにしようとする一方で、キリストの豊かさや、ご自身の嗣業にあずかられるキリストが目に入ると、きわめて悪質化するように思われます。それは、何か独特な性格を帯びた特別なものを呼び覚ますように思われます。


  反対の形態


  少しの間、この反対のいくつかの形態について見ることにしましょう。これまで述べてきたように、この特別な目的が示されるとき、特別な種類の敵意と戦いが引き起こされます。それは、神の御旨を破るために、取りうるどんな形でも取ります。このネヘミヤ記には、これらの敵の側からの絶え間ない反対が見られます。彼らは、ある時は一つの戦術を試しますが、その後、それがうまくいかずに敗北すると、別の角度に転じてそれを試します。そして、それもうまくいかないと、また戦術を変えるのです。


  



  「嘆き」


  



  それで、第一に、この人が来たことを彼らは大いに「嘆いた」ことがわかります。しかし、それにあまり大した効果はありません。大きな損失を及ぼしません。私たちは彼らの大きな嘆きの背後に目を向けなければなりません。なぜ彼らは嘆いたのでしょう？もし主の権益に対する配慮が少しでもあったとするなら、これもまた実に不可解なことです。ネヘミヤはこの城壁再建の働きを行う自分の動機は、「私たちがこれ以上非難を受けないため」（ネヘミヤ二・十七）であると説明しました。現在の状況は、主の民が非難の下にあることを意味します。教会は辱めの下にあります――これはそういうことになります。世人は教会を重んじていません。主の栄光は覆われて、非難されています。「この人々に純粋な動機が少しでもあるなら、少なくともこの非難を取り去りたいと思うだろう」と、あなたは考えるでしょう。


  しかし、ここであなたは状況の核心に至ります。というのは、前に述べたように、サタンの一つの狙いは常に、主の御名に汚名を着せることだったからです。常に、どんな手段、どんな路線を用いてでも、主の民の上にある主の御名を貶められるなら、彼はそうします。主の民の上にあった主への非難を取り除こうとする者がいたので、彼らは大いに嘆きました。これは恐ろしいことです。パウロは、まさにこれが理由で、多くの問題に巻き込まれました。彼はコリントのあの問題だらけの状況を解決しようとしましたが、コリントには彼に反対する人々がいて、彼について散々なことを言っていました。


  



  軽蔑と嘲り


  



  次に、彼らは主の民を軽蔑しました。「この弱々しいユダヤ人は何をしているのか？一匹のきつねが上っても、彼らの石の城壁を崩してしまうだろう」（ネヘミヤ四・二、三）。彼らは軽蔑し蔑んで、「結局のところこれには何の意味もない、注目する価値もない――あまり真に受けてはならない！――」と考えようとしました。主の民の中には、この類のことに耐えられない人々もいます。彼らはその下でボロボロになります。彼らに劣等感を植え付けようとするだけで、それは功を奏します――彼らは倒れます。しかし、ネヘミヤは違いました。その非難は自分や同労者に向けられたものではなく――主に向けられたものであることをネヘミヤは知っていました。そこで、彼はここでこう述べています、「ああ、主よ、トビヤに目を留めてください」（四・四、五）。彼はこれを主に委ねました。しかし、この軽蔑に満ちた行動や姿勢は大いに現実的なものであり、大いに現実的で巧妙な悪魔の手口でした。これにより悪魔は、「自分はなれない者になろうとしている、全く何の価値もないことをしようとしている」という考えを植え付けようとしていたのです。「自分の行い、労苦、苦しみ、代価はみな、結局のところ何になるのでしょう？何の価値もありません！自分の人生が終われば、それはすっかりなくなってしまうでしょう」という考えを植え付けようとします。


  もしそのような考えを受け入れるなら、あなたは主の証しの回復というこの事業の最初の段階より先には進めないでしょう。思うべき限度を超えて自分を高く評価したり、自分に委ねられた務めを過度に重視することは正しくありませんが、神が求めておられる御旨に関する天のビジョンを見るとき、私たちは自分のものではない威厳を帯びることになります。ネヘミヤは、その後、きわめて深い謙遜から生じた真の謙遜によって、こう言うことができました。「私のような人が逃げるべきでしょうか？私のようなもので、誰が宮に入って自分の命を救うでしょうか？」（ネヘミヤ六・十一）。これは彼の個性を超えた威厳でした。「私は大きな働きをしています」と彼は言いました。それは偉大な召命から発した威厳でした。威厳を与えるのは、この大きな仕事であって、私たち自身が何者かではありません。


  



  激怒


  



  今や、城壁は出来上がりつつあります。状況は終点に至ろうとしており、完成目前です。そこで今、敵は大いに怒ります。あのような嘲りには大きな意味があったのです。実は、敵は心底動揺していたのです。この激怒は、ここには考慮すべき何かがあることをサタンが認識していることを意味します。外面的にどんな態度を取っていたとしても、内側深くでは、ここには自分の王国を根底から揺るがすものがあることに気づいているのです。もし敵が激怒する日が来たら、これをすべて思い出してください。それはあることを示すものなのです――実は敬意の表明なのです。ここには価値ある何かがあることを認めるものなのです。悪魔が激怒しているのは、私たちが認識している以上のことを彼は認識せざるをえないからなのです。そこには彼にとって厄介な何かがあるにちがいありません。


  これらの敵は大いに怒りました。そして激怒に駆られて、共謀して戦いに出ようとしました。しかし、これはネヘミヤの知るところとなり、彼は特別な措置を取りました。働いている人々を武装させて、片手にはこてを、もう片手には剣を持たせたのです。敵の計画がわかれば、戦いは半分勝利したも同然です。こうして、この陰謀は失敗しました。


  



  策略


  



  この反対は他にも多くの形を取りました。手紙についてはご存じでしょう。「オノの平地にある村々の一つで会見しましょう」（ネヘミヤ六・二）。「そして、この件について話し合いましょう」。とても狡猾です。ネヘミヤはそれに気づいています。彼らは彼を害そうとしていました。暗殺しようとしていました――それが狙いでした。そこで彼は言いました、「私は大きな働きをしているので、下って行くことはできません」。これは失敗しましたが、敵は狡猾です。何とかして私たちを妥協させようとします。自分と合意させようとします。自分に有利で、私たちが追放されるような条件を見つけようとします。使徒パウロは、霊的戦いについての偉大な議論をすべて、まさにこの点に集中しています。「神のすべての武具を身に着けなさい。悪魔の計略に敵対して立つことができるためです」（エペソ六・十一）――悪魔の策略に敵対して立つことができるためです。


  



  捏造


  



  次に、捏造です。「報告によると、あなたが城壁を築いているのは、自分が王となるためであり、エルサレムには王がいることを宣言するためである、とのことです。また、あなたは預言者たちを任命して自分のことを説かせているとのことです」（ネヘミヤ六・六、七）。敵がこの路線を試すとき、時として非常に不愉快な気分になります。恐ろしい暗示です。「あなたは自分のために名を上げようとしており、自分のために地位を得ようとしています。これが、結局のところ、あなたの隠れた動機にほかなりません。すなわち、有名になりたい、ひとかどの者になりたい、世間に注目されるようなことをしたい、ということです」。もしあなたに少しでも柔和な心があるなら、この刺すような言葉はとても危険で残酷な言葉です――その代償は神だけがご存じです。敵は、あなたの労苦に対して、虚偽の動機を吹聴しようとします。「結局のところ、あなたは自分の目的しか考えていません。凄いことをして、名を上げようとしているのです」。


  そうです、敵は何があってもやめません――嘘や中傷も辞しません。「これについての真実は何でしょう？これは本当でしょうか？」。とにかく、こうした敵の嘘から離れて立って、「それは本当でしょうか？これを否定する証拠を私は持っているでしょうか？」と言おうではありませんか。ネヘミヤは答えました、「あなたが言っているようなことは何もなされていません。あなたがそれらを自分の心の中で捏造したのです」。私たちもこう答えます、「これらの非難は真実ではありません！もし私が自分の目的を追い求めていたなら、これとは全く別の道をとっていたでしょう。もし私が、だれもが偉大な働きであると受け入れ、認め、承認するような、壮大で偉大なことをしたいと思っていたなら、私はこの道を取っていなかったでしょう」。私たちはネヘミヤと共に答えることができます、「そのようなことはありません」――それは嘘・中傷です。


  



  脅し


  



  次に、脅しです。ここに一人の人がいます。その人の家にネヘミヤは行きました。ネヘミヤは、妥協しない精神の持ち主でしたが、とても友好的な人だったように思われます。彼は、ある日、友好的にこの人に会いに行きました。この人は友人のふりをして、彼のことをとても案じているかのように言いました、「私たちは宮の中に行き、その戸を閉じた方がいいでしょう。彼らが来てあなたを殺そうとしているからです」。しかし、ネヘミヤは言い返しました、「私のような人が神の家に逃げて行って自分の命を救うべきでしょうか？私は入りません」。この人は、結局のところ、偽りの友人でした。ごく身近なところにいるユダでした。この人は、主イエスに向かって、「主よ、とんでもないことです。そのようなことは、決してあなたに起こってはなりません」と言うような人です。この言葉はペテロを通して耳に聞こえる形で発せられました――ほかならぬペテロから発せられました――しかし、主は直ちに言われました、「サタンよ、わたしから退け。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている」（マタイ十六・二二、二三）。親しさを装って来るのは、恐怖を生み出すための敵の兆候です。ネヘミヤはそれを指摘して、「彼らは私たちを恐れさせようとしているのです」と言います。恐れを入り込ませることに敵が成功するなら、私たちはおしまいです。


  



  疲れ


  



  この本を読むと、こうした問題を外部からすべて見ることができます。次に、内部から、「荷を負う者たちの力は衰えた」（ネヘミヤ四・十）という問題が生じます。人々は疲れ果ててしまいました。おそらく、この証しと共に進んで行くうえで、疲れほど大きな敵はないかもしれません。これについてはご存じでしょう。肉体的な疲れ以上に、落胆はなんと大きな影響を及ぼすことか。敵は疲れに乗じて押し寄せてくるのではないでしょうか？精神的に疲れて、もはや精神的に物事に対処できないと感じるとき――それはなんと危険な状態でしょう。


  「荷を負う者たちの力」はなくなりました。それは危険な瞬間であり、ネヘミヤは疲労に直面して特別な措置を取らなければなりませんでした。ああ、油断してはいけません。敵はあなたを疲れさせるだけではありません。時として、敵はあなたを疲れさせます。私が思うに、疲れの大半が敵による消耗や促しのせいであることもあります。しかし、敵は私たちにすべきでない多くの愚かなことを行わせて、自ら疲労を招かせ、こうして有利になろうとすることもあるのです。しかし、そうであるにせよ、ないにせよ、常に覚えておいてください、敵は疲れを利用してあなたの前進を食い止めて、あなたの証しを損なおうとするでしょう。それは危険な瞬間です。疲れている時は、特別に注意する必要があります。


  目を覚まして賢く祈る必要性


  これは戦いです。その性質や形態については少し触れましたが、全体の状況が救われたのは、大部分、細心の注意を払っていたおかげであることがわかります。サンバラテやトビヤをはじめとする他の人々は、内部で起きていることを逐一知らせる秘密の情報提供者を持っていましたが、ネヘミヤも情報源を持っていました。彼は、敵の陣営で何が起きているのかを非常によく把握していました。そして、彼の綿密な警戒と粘り強い祈りが勝利の秘訣でした。「目を覚まして祈りなさい」（エペソ六・十八）。祈るだけでは十分ではありません――賢く祈らなければなりません。情報、知識、識別力、認識力をもって祈らなければなりません。なぜなら、これらが効果的な祈りの力だからです。


  ですから、勝利してこの証しが完成されたのは、大部分、このように目を覚まして祈ったおかげでした。敵が巧妙な形で行っていることをすべて防ぐために祈ったのです。これだけでも一つの主題になりえます！これはまさに戦いです！実は、神が新しいことを行って、全き御旨をさらに回復しようとされる時、それには激しい特別な戦いが伴うのです。この戦いは多くの異なる形を取るかもしれませんが、その狙いは全く一つです――すなわち、その働きをやめさせることです。


  主よ、私たちを最後まで進み続けさせてください。


  



  第八章 特別な宝


  「民の支配者たちはエルサレムに住んだ。その他の民はくじを引いて、十人に一人、聖なる都エルサレムに連れて来て住まわせ、十人のうち九人を他の町々にとどまらせた。民は、進んで自分をささげてエルサレムに住むすべての人を祝福した。さて、以下は、エルサレムに住んだこの州のかしらたちである。しかし、ユダの町々では、イスラエル、祭司たちとレビ人、また宮のしもべたち、ソロモンのしもべたちの子たちはみな、自分の町々の自分の所有地に住んだ」（ネヘミヤ十一・一～三）。


  「その時、主を畏れる者たちは互いに語り合った。主は耳を傾けて聞かれた。そして主を畏れ、その御名を尊ぶ者のために、彼の御前で記録の書が記された。『万軍の主は言われる、わたしが備える日に、彼らはわたしのものとなり、特別な宝となる。人が自分に仕える子を思いやるように、わたしは彼らを思いやる』」（マラキ三・十六、十七）。


  



  この一連のメッセージの最後に進むにあたって、この最後の話の背景を真に理解するために、その背景全般を念頭に置く必要があります。私たちは、ネヘミヤと彼に感化された人々によるエルサレムの城壁の再建について考える中で、次の点を再確認するよう導かれました。すなわち、それは旧経綸の終末における神の動きだったこと（ネヘミヤ記は旧約聖書の最後の歴史書です）、したがって、私たちが現経綸の終わりに向かって進むにつれて、私たち自身の時代にもそれに対応する動きが生じるであろうことです。また、神は御子、私たちの主イエス・キリストの証しを完成・成就しようとされるだろうことです。私たちは、その証しがどのようなものなのかを見てきました。その働きと、それに関わる働き人たちについて考えてきました。また、このような働きに携わっている働き人たちが巻き込まれている争い、戦いについても考えてきました。


  さて、先ほど読んだ二つの節に出てきた、短い簡単な言葉について。この一連のメッセージで、私たちは何度も、ネヘミヤとマラキは同時代人だったこと、ネヘミヤ記に記されていることはマラキの預言の内容と並置すべきことに留意してきました。マラキはネヘミヤの時代の状態について述べており、ここでは、この問題に関する最終的な話と言える所に来ます。ネヘミヤ記のこの十一章には、主への特別なささげ物について述べられており、マラキ三章には主の特別な宝について述べられています。


  民の十分の一をささげること


  この特別なささげ物は、物を十分の一ささげることではなかったことがわかります。物を十分の一ささげることは済んでいましたが、ここでは民の十分の一がささげられました。民全体の十分の一、戻って来て城壁を再建するこの働きに従事した人々の十分の一がささげられたのであり、この十分の一は主への特別な自発的ささげ物となったのです。さしあたって、この十分の一に注目することにしましょう。なぜなら、好むと好まざるとによらず、また受け入れる用意のあるなしによらず、次の事実は残るからです。すなわち、これは常にそうだったのであり、新約聖書の予測によると、これは最後までそうであり、主の全き御旨と共に進み通すのは特定の少数の人々だけである、という事実です。結局のところ、ふるい分けがなされました――最初のふるい分けがバビロンでなされて、一団の人々が戻って来ました。その後、二回目のふるい分けで少数の人々がさらに戻って来ました――これらのふるい分けがなされた後、ここで最終的なふるい分けがなされます。これにより数はさらに少なくなり、十分の一の人々だけが自らの選択で自発的にエルサレムに住むことにします――たった十分の一です。彼らはマラキ三・十六、十七の、主を畏れ、主の御名を尊んだあの一団に相当するように思われます。というのは、続けてこう述べられているからです、「万軍の主は言われる、わたしが備える日に、彼らはわたしのものとなり、特別な宝となる」。そして、彼は彼らを記録されました――「主は耳を傾けて言われた。そして、彼の御前で記録の書が記された」――記録が残されたのです。


  主の記録の書


  さてネヘミヤ十一・四～二四には、自発的に自分をささげた人々の名と記録が記されています。主は記録を残し、「記憶の書」を作成して、この人々の名を書き込まれました。そして、彼らのことを「特別な宝」、特別に大切なものと言われました。主が求めておられるのは、ご自身にとって「一種の初穂」となる人、「行くところへはどこにでも」先陣を切ってついていく人です。彼は、ご自身の心を本質的な方法で第一に満たしてくれる核を探しておられます。彼が大群衆を見渡される時――今日、地上には彼のものである大群衆がいます――御名を帯びている人、主のものである人がみな、徹底的に従って進み通そうとしているとは言えませんし、そのつもりでいるとも言えません。いいえ、そうではありません。しかし、彼はご自身の民のこの十分の一を求めておられます。ご自身の心の願いに応じるこの十分の一の代表者を求めておられます。「万軍の主は言われる、わたしが備える日に、彼らはわたしのものとなり、特別な宝となる」。証し全般に関するこの問題の最終的課題は、誰がどんな代価を払ってでも主と共に自発的に進み通すのかということです。


  自発的なささげ物


  さて、この十分の一は自発的なささげ物でした。十人に一人が自発的にささげました。彼らは自発的にこのくじ引きに従いました。「くじを引いたら彼らに選択肢はなかったのであり、好むと好まざるとにかかわらず受け入れなければならなかったのである」とあなたは反論するかもしれません。しかし、重要なのは、彼らが進んでその方法に従ったことです。それは、主への心からの自発的なささげ物でした。強制や、決まりや、法的義務はありませんでした――ただ進んでそうしたのです。あなたには、心から応じて、見返りなしに、またそうしなかった場合の結果を恐れることなく、こう言う覚悟があるでしょうか？「はい、私は主と共に進み通します。私に関するかぎり、主にすべてを得ていただくようにします」。これは多くのことを意味するかもしれませんし、多くのことを伴うかもしれません。しかし、主はあなたにそうするよう求められません。主が待っておられるのはただ――自発的なささげ物です。それは自発的であるがゆえに、彼にとって特別な宝なのです。


  しかし、このエルサレムでの生活は何を意味したのでしょう？――言い換えると、この証しのまさに中心に住むことは何を意味したのでしょう？その城壁はこの証しを表しているので、エルサレムの城壁の内側に来て住んだ人々は、実はある霊的動きを表していました――この証しの中心に住む覚悟のある人々がいることを表していたのです。そうする人々を主は必要とされましたし、常に必要としておられます――その中心にやって来て、それに関して責任ある地位にとどまる人々を必要としておられます。証しを維持する責任感を持って証しに取り組み、それを完全に保ち、守り、奉仕し、仕える必要があります。中にやって来た人々の詳細を見ると、様々な務めをしていることがわかります。今は詳細に取り組むことはできませんが、エルサレムの中にやって来た人々によって示されている様々な務めを見ることができます。彼らは中で務め、霊的務めを果たすために入って来て、そこで責任を担いました。これが証しに必要でした。


  大きな代価


  しかし、それには大きな代価が伴っていました。皆にその覚悟があったわけではありませんでした。その覚悟があって、中に住む人を決める方法を受け入れていたにもかかわらず、そうするよう召されなかった人々が大勢いました。逆に、神の主権的支配の下で、そうするよう召されていることに気づいた人々もいました。くじが彼らの進路を決めました。神は主権的に、彼らのために事が運ぶよう取り計らわれました。そして、それは実際に代価を要することでした。エルサレムの外で生活する方が、中で生活するよりも遥かに快適でした。この人々は、くじを引くその日に、その結果を自分に対する神のみこころとして受け入れる覚悟をして、都に入って来ました。


  そして、くじを引いて当たった人は都に来て住むことになりました。この人々の中には、郊外の家に戻って、これに関する家庭での反応を気にしながら、妻にこう言った人もいたことでしょう。「ねえ君、私たちは都に行って住まなければなりません。エルサレムに移らなければなりません――くじに当たったから」。もちろん、良妻ならこう言うでしょう、「あなた、それは祈った結果ではないかしら？私たちはそれについて、『もしそうなっても、主のみこころがなりますように。もし主が望まれるなら、私たちにくじが当たりますように』と祈ったじゃない。これは主の御前でそうなったのよ。大丈夫よ、主がそう望んでおられるのだから。もちろん、私たちの素敵な小さな家や、素敵な庭を手放さなければならないわ。ここでの友人の輪を失うことになるわ。でも、それでも、主が私たちにそう命じられたのだから、不平を言わずにそうしようじゃないの。でも、子供たちはどうかしら――多分、子供たちのことが一番たいへんよ。子供たちは多くのものを失うことになるわ――ここでの自由な生活、ここで他の人々と共にすごすのびのびとした生活を失うことになるわ。子供たちもこれに関係しているのよ」。そして、彼らは子供たちに向かって言います、「よくお聞き、子供たち。私たちは都に行って住まなければなりません。この田舎や、庭や、ここでのいっさいのものから離れて、主のためにエルサレムに行かなければなりません。主がそう望んでおられるからです」。子供たちにこう言ってもらえる親は実に幸いです、「はい、お父さんが主に献身していて、それには代価が必要なことはわかっています。それはお父さんにとって大事なことなのでしょう。僕たちもそれに関わっている以上、もちろん、それは僕たちにも多くのことを意味します――でもこれに関してはお父さんに同意します」。


  これが全くの絵空事だとは、私は思いません。私は大いに確信していますが、エルサレムに移るには代価が必要でした――そして、証しの中心に住むことには常に代価が必要です。そうする人は、他の人々なら手に入れられるであろう多くのものを放棄しなければなりません。主の権益の中心に向かう時、あなたは大きな友人の輪を失います。あなたがそうするのを理解しない人々が大勢います。彼らはあなたを愚か者と呼び、あなたは彼らの信頼を失います。彼らは、あなたが取っている道が正しいとは信じられず、「確かに、それはあなたに対する主のみこころではありません」と反論するでしょう。確かに、あなたは多くの友人を失いますし、他の多くのものを失います。あなたの子供たちも巻き込むかもしれません――あなたが主と共に進み通すとき、彼らも多くのものを失うかもしれません。


  しかし、聞いてください――「彼らは特別な宝となる」。主に対して特別な宝となれるなら、確かに収支は合います――いいえ、それ以上です。主と共に進み続けるには、手に入れたい多くのもの、きわめて合法的で正当な多くのもの、何の問題もない多くのものを、主に対して絶対的であるがゆえに、手放さなければなりません。そして、その苦しみや代価に他の人々を巻き込むとき、とても苦い杯の水を飲むことになります。エルサレムに移るよう選ばれたこの人々が、そのことで少しも苦労しなかったとは、少しも述べられていません。彼らは何の代価も払わなかったとは、少しも述べられていません。事実、彼らは喜んで主と共に進み続けることにより、すべてに勝利したのです。


  私は、聖書の書物の配置において、ネヘミヤ記とマラキ書の間に大きな隔たりがあること、マラキ書が「万軍の主は言われる、わたしが備える日に、彼らはわたしのものとなり、特別な宝となる」という御言葉と共に最後に来ていることは、素晴らしいことだと思います。証しの中心に住むには、色々な意味で代価が必要です。再度言いますが、あなたは多くのもの――良いもの――を奪われるかもしれません。多くの友人を失うかもしれません。より大きな人生の機会を失うかもしれません。ああ、なんと多くの人が立ち止まって、「この道を進んだら、どれほど多くの扉が私に対して閉ざされることでしょう！どれほど多くの影響力を失うことでしょう！その道を進んだら、私の影響範囲が狭まってしまいます」と言ってきたことでしょう。そして、多くの人がそのような理由で断ってきました。主の御心に全く逆らって、より大きな影響範囲や影響力にしがみついても一向にかまわない、と考えていたのです――誤った価値観です。なぜなら、価値は大きさにはないからです。価値とは内在的・本質的なものなのです。


  この特別な宝の内在的価値


  ですから、主がここで持っておられる価値あるものは、はっきりとわかるように、比較的少数の人々の中にあります。それは「小さい事の日」です。それは比較的小さな群れです。この群れについて主は「わたしの特別な宝」と言われます。その価値は内在的です。そこに主はご自分の心が望んでいるものを見いだされます。そして、それは私たちを遥かに偉大なものに導くものである、と私は信じています。旧約聖書は小さい事の日、主を畏れるこの小さな群れで終わっているので、主の御思いも小さなままで終わる、ということではありません。そうではなく、それは旧経綸の最後と新経綸――主イエスの来臨とそれに続くいっさいのもの――の始まりとを結ぶ架け橋なのです。というのは、旧約聖書と新約聖書の間の四百年間、主の全き御旨を保持しているこの小さな群れが依然としていたからです。新約聖書を開いて、ルカによる記録から読み始めると、この架け橋である人々が見つかります――代表者であるこの小さな一握りの群れが見つかります。そこにはアンナがおり、シメオンがいます――このエルサレムに、約束を、メシアを、その日を待ち望んでいる一団がいます。彼らは「主を畏れる」者たちと結ばれています。ああ、しかし、この一団は、外面的には小さくても、内在的に大いに偉大なものとなって、主が来られるための道を備えているのです。


  いいえ、これはそれだけではなく、別の問題も提起します。物事をその大きさや数で測ることは、なんと間違っていることでしょう。それがこの世のやり方です。そして、こうしてこの世が教会の中に入り込んだのです――数や、大きさや、かさや、目に見えるものや、天然的観点で評価できるもので、物事を測ることによってです。「ああ、これは神のためのものにちがいありません！それがなんと大きなものか見てください！」。必ずしもそうとはかぎりません。神に属する最も偉大なものが人の目にはとても小さく見えることが、よくあるのです。


  最後に、少しの間、ネヘミヤ十一章の長い名前の一覧に戻ることにしましょう。ネヘミヤ記を読む時、あなたはこれを読み飛ばしてきたのではないでしょうか――これらの名前、これらのたいへんな、発音できない名前を読み飛ばしてきたのではないでしょうか！「ああ、この一覧よりも興味深い箇所を読むことにしよう！」と言っていたのではないでしょうか。それでも、おそらく、この一覧はこの書全体の中で最も興味深いものの一つなのです。主は、このような形で自分をささげた一人一人を記録して、この書の中にその名を記載されました。そしてその人は、この本すなわち聖書に記載されて、後代の人々が認識・識別できるようにその名を記されただけでなく、天にあるもう一つの書にも永遠に記載されました。これは決して小さなことではありません。上から生まれた者、天の市民として、小羊の命の書に自分の名が記されるだけではありません。「小羊の行く所にはどこへでも従った」者として、一覧に載せられた群れの一人として、主の「記憶の書」に記載されるのです。この人々は、すべての救われた人、すべての贖われた人の中から、この一覧に記載された人々であり――神にとって初穂のような者たちなのです。


  これ以上述べる必要があるでしょうか？これらのメッセージは何を訴えているのでしょう？それが私たちの到達点です。それはあなたにとって慰めを意味する、と私は信じています。私たちは、得られるかぎりの慰めを欲していますが、その代価についても承知しています。最近、人々は私に何度こう言ったことでしょう、「あなたはいつ引退されますか？何某さんは引退しましたし、何々さんは引退しようとしています」――そうです、福音の奉仕者たちがです。兄弟姉妹たち、この戦いに除隊はありません。引退日もありません。あなたたちには申し訳なく思います！この地上で年金をもらって、余生を無為に過ごすことはできません。最後の一息まで、戦いと代価と共に、進み続けなければなりません。神の全き御旨には代価がつきものであり、色々な意味で私たちはそれを知っています。


  しかし、その見返りは！主は記録しておられます。書き記して、こう言われます、「この十分の一の人々、自発的にささげる人々は、わたしが備える日に、わたしの特別な宝となります」。それがどういうことになるのか、どのような意味を持つことになるのかは、私にはわかりません。もちろん、それは絵図的な言葉です。大きな家には、どの収蔵物や装飾品よりも、持ち主にとって特別に貴重なものがあります。友人が来るたびに、持ち主は彼らにそれを見せます。「これを見たことがありますか？これはとても貴重なものです。私はこれを他のどの持ち物よりも大事にしています。実際、それは私にとって他のすべてを合わせたものよりも大事なのです――特別な宝なのです」。


  これがその背後にあります。それがどういうことになるのかは、私にはわかりません。しかし、それがこれの意味です。この道を行く人々、この代価を払う人々、こうした結果を受け入れる人々、このような者――主が望み、心に留めておられるいっさいのことのために、自発的に主にささげる者――になる人々は、主の家の中でそのようになるのです。主は彼らに注目して言われます、「ここを見てください、この人々を見ましたか？この人々はわたしにとって特別に尊い人々です。彼らは小羊の行く所にはどこへでも従ったのです」。


  主よ、私たちをそのようにしてください。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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